The Subject and Method of the Study of Local Class Composition by 岩井 浩 & Iwai Hiroshi
地域階級構成研究の課題と方法 : 社会諸階級の地
域別配置, 構成, 対抗状況の分析
著者 岩井 浩
雑誌名 關西大學經済論集
巻 26
号 4-5
ページ 521-584
発行年 1977-01-25
その他のタイトル The Subject and Method of the Study of Local
Class Composition
URL http://hdl.handle.net/10112/14660
521 
地域階級構成研究の課題と方法
—社会諸階級の地域別配置，構成，対抗状況の分析ー一—
?
井
?
本稿は，地域階級構成研究の動向，課題と方法について若干の考察を加える
とともに，その重要な研究課題の一つである社会諸階級の地域的配置と構成，
その対抗状況を概観し，今後の研究の礎石とすることを主題としている。考察
の順序は，第ーに，従来の地域階級構成研究の動向を概観，検討し，今後の研
究の深化のための基本的視角，その課題と方法について若干の考察を加え，第
ニに，その考察を踏まえて， 「高度成長」 （資本の強蓄積）開始以降の資本蓄積
の地域的不均等発展との関係における地域別（経済地帯別，都道府県別）階級構
成の変動を具体的（統計的）に考察し，日本資本主義の地域構造分析の一環と
しての社会諸階級の地域別配置と構成，対抗状況，その運動方向の概観を明ら
かにする。
I. 地域階級構成研究の動向と課題
1. 地域階級構成研究の動向
社会諸階級の構成と変動についての理論的，実証的研究は， 日本資本主義
（さらには世界資本主義）の社会経済構造分析の一環としての全国（全世界）レベ
ルでの社会階級構成研究と日本資本主義の地域構造分析の一環としての地域階
級構成研究の二つの構成部分からなる。
社会階級構成研究は，諸階級，諸階層の経済理論的規定とその各階級・階層
の数量的規定（階級構成表）を前提とし，それを踏まえて，階級間ならびに階級
内（階層）の経済理論関係における支配・被支配の諸形態とその運動法則を明
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らかにし，階級社会としての現代資本主義社会における階級分化，支配階級・
被支配階級・階層間の搾取・収奪関係，その実態を明らかにし，社会諸階級・
諸階層の対立と対抗，その統一と連帯の客観的基礎を解明するものとして，経
済学研究の重要な構成部分をなしている。
社会階級構成の研究は，国家独占資本主義のもとでの戦後資本主義の構造変
化，科学技術革命とオートメーション化，社会的分業の高度な発展による生産
（手段）の社会化， 労働の社会化の進展に伴う社会階級構成，特に労働者階級
の構成の変化という現実を前にして，新たなる研究の高まりをみせ，国際的に
は， 1960年から61年にかけての『平和と社会主義の諸問題』誌上の討論「労働
者階級の構造はどうかわったか」1)を重要な契期として， わが国においても，
『経済』誌上の討論「日本における労働者階級の構成」 (1962年~63年） 2)に受
けつがれ，その後幾多の研究が積み重ねられている。わが国における社会階級
構成研究の発展のうえで重要な画期をなしたのは，大橋隆憲氏の労作「社会階
級構成表の意義と限界」 (1959年）3)であり，大橋氏は， 国勢誦査報告の職業分
類と従業上の地位区分（分類）の組み合せ表から階級構成表を作成する手順を
定式化し，これを契期として，社会階級構成の理論的・実証的研究は各分野で
一層前進し，その研究成果は，大橋隆憲編著『日本の階級構成』 (1971年）と大
橋隆憲，戸木田嘉久ほか共著「戦後日本資本主義の階級構成』（『新マルクス経済
学構座』第6巻， 1976年）に集大成されている4¥
社会階級構成の研究は，大橋隆憲氏が指摘されたように，「(i)社会の諸階級
1)意見交換「労働者階級の構造はどうかわったか」，「平和と社会主義の諸問題」 1960年
5月号~1961年6月号の計6回．この意見交換は，単行本 Structure of Working 
c厖s.Edited by A. M. Rumyantsev. People's Publishing House. 1963. とし
て出版されている．
2)シンボジューム「日本における労働者階級の構成」第1回～第4回． 季刊「経済J
1962年6月， 9月， 1963年3月， 6月．
3)大橋隆憲「社会階級構成表の意義と限界」，『京都大学経済学部40周年記念論集」所収
1959年4月．
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・諸階級の経済理論的規定を明らかに， (i)その各階級の数量的大いさを示め
し（階級構成表），その上で， (ii)階級間および階級内の経済理論的諸関係にお
ける支配・被支配の諸形態を問題にせねばならない」5)。社会階級構成研究の
前提をなす「階級構成表」自体は， 「社会の重層的構造」を「単調な平面に引
き下げる」という限界をもっており， 階級構成表の研究（没階級的な政府統計の
批判的利用の一形態として，社会統計学の重要な研究課題の一つであるが）は， 「『社会
の歴史』を『階級闘争の歴史」へ分析して捉える一つの量的表示形式の研究」
であり， 「闘争関係のほんの一側面の一つの断面」を表示するにすぎない6)0
だが， 「社会階級構成表は， それが正しく作られるならば，社会の全体的把握
のための，概略の枠組みとして，大きな意義をもちうる。••••••それによって，
たとえば労商提携や選挙等の階級闘争的諸評価において，どの階級がどの層を
どのように動員し，また，どこはどう動かないか，をあきらかにすることがで
きよう」7)0
だが社会階級構成研究においては，社会階級構成表の技術的規定問題ととも
にその理論的前提である諸階級・諸階層の経済理論的規定において多くの検討
されるべき課題が残されている。最近のフランスやドイツ等の国際的な階級構
成研究の新たなる高まりは，社会階級構成分析の意義，特に労働者階級の範囲
とその内部構成の規定（「新中間階級論」とも関連して生産的，不生産的労働者の理論
的規定，技術労働者， 知識労働者等の精神的労働者の規定， 公務労働者の規定等） に新
4)戦後の社会階級構成研究の動向の総括的論文としては，田沼臨「社会階級構成研究の
動向と課題（上）」，「経済』， 1964年12月，伊藤陽一「社会階級構成研究についてのノ
ート」北海学園大学経済学会『経済論集』第17巻第2号， 1970年3月，木下滋「階級
構成表」経済統計研究会編『社会科学としての統計学ー一ー日本における成果と展望
一』，産業統計研究社， 1976年3月，特に階級構成表の抜術的検討としては，佐藤耕
-「階級構成表について一官庁統計の批判と従来の階級構成表の紹介・吟味―-J
札幌唯物論研究会「唯物論』第12号， 1964年4月参照．
5)大橋隆憲「社会階級構成表の意義と限界」， 585ペー ジ．
6)同上「社会経済分類から階級構成表へ」，前掲の「社会科学としての統計学」 357ペー
ジ．
7)大橋隆憲「社会階級構成表の意義と限界」 626~627ペー ジ．
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たな問題を提起しており，国際的な研究から日本の階級分化，階級構成の特質
を明らかにすることは重要な課題となっている 8)。
地域階級構成の研究は， 「各地方人口の階級構成の研究を積みあげて， 総人
口の階級構成を確認する」という安藤次郎氏の提言 (1957年） 9)を出発点とし
て，前述の大橋氏の社会階級構成表の意義と限界にかんする研究，その中の京
都市の階級構成，特に京都市の資本家階級の分析 (1959年）を契機として，各
地域の階級構成の分析が進められ，今日に至っている (I章末の地域階級構成に
関する文献，参照）。
従来の地域階級構成の分析は，その対象，分析視角と方法の差異において，
次のグループに分けられる。
第一の研究グループは，資本の地域的蓄積のテボンと量に規定された日本資
本主義の地域構造（資本の地城的集中・集積，産業構造の変化等） との関連におい
て，全国的範囲で諸階級・諸階層の地域的配置と構成，その対抗状況を明らか
8)最近の主要な国際的文献には以下のものがある. B. C. CeMeHoB, KanmaJIH3M H 
KJiaccbl. ~Hayica~, MocKea 1969. (独訳 W.S. Semjenow, Kapitalismus und 
Klassen. Akademie-Verlag, Berlin 1972. 第2章だけが，伊藤陽一訳「資本主義社
会の社会構成の諸要因」北大経済学部統計研究室， 日本経済に関する参考資料 No.3 
として訳されている。） A. H. MeJ1bHHK0B, CoepeMenna只 KJ1aCCOB8HcrpyicTypa 
crua. ~MblCJlb~MocKea 1974. Autorenkollektiv des Instituts fur Marxisti-
schen Studien und Forschungen (IMSF), Frankfurt amMain Teil I ,,Klassen-
struktur und Klassentheorie," 1972, Teil 2 ,,Klassen-und Sozialstruktur der 
BRD 1950 bis 1970", Erster Halbband, Zweiter Halbband: Sozialstatistische 
Analyse, 1974, Teil 3 ,,Die Intelligenz der BRD 1950-1970", 1975. フランス共
産党『エコノミー・エ・ポリティーク』誌編「社会諸階級」（『国家独占資本主義」上，
第3章，新日本出版社， 1974年7月）， ソ連科学アカデミー世界経済国際関係研究所
綱「発達した資本主義社会の階級構造と社会構造」，「発展途上国の階級的社会構造」
（『現代独占資本主義の政治経済学」下，第31,32章，協同産業出版部， 1973年6月）
等．最近のフランス，イタリア等の西欧の前衛党ならびに日本の前衛党の間で論議さ
れている「プレタリア独裁」の問題，多数者革命の問題は，各国の労働者階級の歴史
的地位，その範囲と内部構成の特殊制の問題を一つの基礎としている．階級構成研究
は労働者階級の歴史的使命と関係して，新たな検討を要請されている．
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にすることを課題としている。これには，森滝健一郎氏の中枢管理機能の集中
との関連における都道府県別階級構成表の研究10), 統計指標研究会のプロッ
ク別，都道府県別階級構成表の計算11), 真田是氏の地域的不均等発展との関
連における階級構成変動の研究，12)等々がある。
第二の研究グループは，特定地域の階級構成分析を対象とする研究であり，
その分析の視角と方法は，地域構造の各局面，すなわち，地域経済，地域問題
住民運動，政治状況（選挙結果の分析等）等との関連において， 多様である。そ
の中でも(1)地域の経済構造の変動を基底において地域階級構成の分析を行った
ものとして，清川耕一氏の北海道の階級構成の分析18), 一井昭氏の鹿児島県
の階級構成の分析“入伊藤陽一，岩井浩の東京都，大阪府の階級構成の分
析15), 等がある。 (2)相対的に，地域の住民運動，地域闘争との関連に重点を
9)安藤次郎「統計の民主主義的前進への努力」経済統計研究会『統計学』， 1957年3月
号， 3ペー ジ．
10)森滝健一郎「中枢管理機能の集中・強化と階級構成の地域的変動」， 野原敏雄， 森滝
健一郎編『戦後日本資本主義の地域構造』，第2章第1節，汐文社， 1975年4月．
11)統計指標研究会「日本経済の統計指標」 I, F-2「地域別階級構成の変化」・（都道府
県別，地帯別）， 『経済J1973年5月号．
12)真田是「地域的不均等発展と階級構成の変化」， 『新マルクス経済学講座』， 第6巻，
第6章，有斐閣， 1976年6月．
13)清川耕一『北海道の階級構成その現状と動向をさぐる』，『北海道経済』臨時増刊，調
査研究資料（第2集），北海道経済研究所， 1973年11月．
14)一井昭「『地域経済』についてのノート」，鹿児島県立知期大学・産業構造研究会「日
本の産業構造変革と南九州・南西諸島の政治経済的諸問題（中間報告書）』， 1972年3
月，「鹿児島の産業構造ノート (I)一階級構成と『剰余価値率』一」，『商経論叢」第
20号，「鹿児島の産業構造ノート (II)-階級構成と『剰余価値率』ー」， 鹿児島県立
短期大学紀要第22号，人文・社会科学篇， 1972年3月， 「地域分析の基礎視角ー戦後
鹿児島の経済的社会構成分析」鹿児島県立短期大学研究年報第1号， 1973年3月. -
15)伊藤陽一，岩井浩「地域における階級分析の手引」， その 1「階級構成表の見方， っ
くり方」（分担執筆），『住民と自治j,1974年1月号，その2「東京都および（関東臨
海部）の階級構成」（伊藤），同上， 2月号， その3「大阪府（および府下） の階級
構成」（岩井），同上， 3月号．
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おいた分析として，京都民主府政研究会の京都府下の階級構成の分析16), 統
計指標研究会の大阪府下の階級構成の分析17), 等がある。
地域階級構成の研究は，第一のグループも第二のグループも地域の階級，階
層の理論的規定，階級分化，階級構成の分析視角と方法において，必ずしも明
確な統ーはみられず，地域分析の各構成部分，地域経済分析や都市問題分析，
自治体分析等の関係において，各局面から分析がなされているのが現状であ
る。しかし，地域階級構成表の意義と限界，地域階級構成分析の視角と方法に
ついて，既に幾つかの側面が指摘され，明確化されている。
大橋隆憲氏は，京都市の階級構成（特に資本家階級）の分析にあたり 「国の統
計を局外者が，その正確性と信頼性を吟味，批判せんとするばあい，単なる抽
象論的な吟味・批判にとどまらず，必要とあらば，統計単位そのものを直接的
に観察しなおすまでに徹底するためには，局外者にとっては，地方統計の研究
を組織的に積みあげる以外に方法はない」18)と述べ，全国的階級構成研究の前
進のために地方統計，地域階級構成の研究の重要性を指摘している。しかし，
地域階級構成の研究は，前述の階級構成表のもつ意義と限界（社会の重層構造を
単純な平面に引き下げる）とともに， 地域という一定の空間的断面と関係して，
一定の特殊性，限界性をもっている。大橋氏は，『日本の階級構成』において，
地域階級構成の意義と限界に言及し， 「地域階級構成のばあいもまた，全国レ
ベルの問題の中に位置づけてみなければ，階級支配の本質を見誤ることにな
る。というのは，地域住民は各種の機構・機関を通じて国の支配をうけると同
時に，中央の巨大資本の搾取体系の中に組みこまれているからである。つまり
•…••地域階級構成はそれだけでは自足性をもたない。·…..階級構成は多面的な
16)自治体問題研究所・京都民主府政研究会「住民運動の基盤一階級構成の地域的特徴」
『京都民主府政，その到達点と課題』，第1部1の2,1974年3月．
17)統計指標研究会「大阪における階級構成の特徴」， 大阪自治体問題研究所・府政研究
会編『革新大阪府政一その現状と課題』，第18章， 1974年12月．
18)大橋隆憲「社会階級構成表の意義と限界」， 583ペー ジ．
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階級関係のごくかぎられた一側面を平面化して捉えたものであるから，地域階
級構成もこの平面性をまぬがれない。しかし，地域の特殊性を表現するかぎり
では，全国レベルのものよりも具体性をもって，地域住民にとって，その可否
をみずから判定しうる点で親しみやすい。また地域政策の作成資料として，ょ
り実践的な意義をもつということができる」18)点を指摘している。
同様に北海道の階級構成の分析を精力的にすすめた清川滉ー氏は， 「北海道
の階級分析という場合，それは，国家権力を積杵する階級支配，矛盾が，北海
道という特定地域に具体的にどのような形態をもってあらわしているかを，世
界史的，日本史的視角から明らかにしようとすることを意味するのであって，
北海道という特定地域において階級の存在あるいは，対立が，自足的，全面的
に展開されているものとしてみることではないことを確認しておかなければな
らない」20)としながら，その分析の課題として「地域の階級分析は，階級支配
の貫徹の具体的形態を地域において明らかにすぺし，として一般的に必要視さ
れるにとどまるものではなく，階級闘争の発展への朋芽として，第一に，労働
者階級の全国的統一闘争の発展のための地域的統一闘争，共闘の強化，未組織
労働者の組織化，労農同盟の達成という見地から，そして，第二に，自治体闘
争の発展強化という見地から，とりわけ今日的な緊急性と重要性をもって必要
視さるぺきものと考えられる」21)としている。
清川氏は，地域の階級分析が自足的，全面的でありえないという側面につい
て，特に国家権力すなわち政府ならびに独占資本の政治支配との関係において
地域自治体の支配構造を分析する必要性を明らかにし， 「第一に地方は中央の
独占資本と自民党政府の強力な支配下にあり，すなわち支配の末端構造として
の意味をもつこと，したがって中央の支配が地域にどのように貫ぬいているか
を基本において分析することが必要である。第二に，地域支配の様相は政策決
19)同上『日本の階級構成』，岩波新書， 187~188ペー ジ．
20)清川滉ー，前掲書， 3ペー ジ．
21)同上， 5ペー ジ．
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定に典型的にあらわれるにしても，その政策を必要ならしめている政治支配の
基礎にある経済的支配をまずおさえ，他方で着々と強化されてきている軍事，
暴力支配，さらに思想支配の側面からとらえていくことが必要である」22)こと
を指摘している。
だが，地域階級構成分析においては，その研究対象としての地域空間の日本
資本主義の地域構造に占める位置の分析，また地域の経済構造，地域問題（都
市問題，過疎問題等），地域政策等の地域分析における階級構成分析の意義と方
法については，必らずしも明確であるとはいえない。田沼氏は，統計指標研究
会の「日本経済の統計指標」シリーズをめぐる討論の中で，地域階級構成研究
について， 「この分野は，方法論的にも深めなければならないことがたくさん
残っているという感じがします。とくに，研究の大前提として，なんのために
地域階級構成を重視するかという点を明らかにしておかなければなりません。
私たちは，首都圏の階級構成を研究していくにあたって，それが，地域的な発
展の不均等性を立証すると同時に，日本の階級構成の発展していく方向を先進
的に示唆するものとしてもとらえられます。一般的にいって，全国平均の数字
でしめされる階級構成よりも，地域的階級構成のほうが具体性をもちうるのは
当然であり，統一戦線運動に重要な位置をしめる『地域」の分析に大きく寄与
するでしょう」23)と発言している。そこで，まず第一に，検討すべき課題とさ
れている地域階級構成研究の基本視角，その課題と方法について若干考察を加
える。
2. 地域階級構成研究の基本視角，課題と方法
(1)地域論と階級構成分析
22)同上，「北海道札幌市の支配層」，『百万都市札幌を斬る」北海道経済別冊（第6集），
北海道経済研究所， 1972年2月， 16~17ペー ジ．
23) <{シンボジューム＞「統計のたたかい一その成果と課題(1)第1部『日本経済の経済の
統計指標」をめぐって（上）」， ＜討論＞階級構成視角と階級構成表をめぐつて， 『経
済」 1975年3月号， 228~229ペー ジ．
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日本資本主義の地域構造分析の一環としての地域階級構成の研究は，地域論
の基本視角とその具体的な地域問題（都市問題，過密・過疎問題等）の分析を基礎
におかなければならない。前述の論者が度々指摘しているように，地域の階級
分化，地域の諸階級，諸階層の存在と対抗関係は，全国レベルの階級分化，階
級構成，搾取関係の一小部分を表現するものにすぎず，国家の権力構造，大資
本，金融資本の地域支配と地域住民の搾取体系との関係において，地域階級構
成の分析は意義をもちうる。しかし，日本資本主義の生産と蓄積過程に固有な
基本的矛盾，すなわち一握りの巨大資本の生産手段の私有と富の蓄積，大多数
の労働者の貧困の蓄積の矛盾は，高度蓄積過程において，資本蓄積の地域的不
均等の結果としての地域間の格差の拡大，地域問題の激化として発現している
現状において，地域分析の基本的方法として，地域階級構成分析は，理論的に
も実践的にも重要な役割を担っている。地域の階級分析の基礎をなす地域の階
級構成表は， 階級構成表がもつ限界（階級の重履的構造を平面的な構成しか把えら
れない）を前提にしても，全国レベルの階級構成よりも， より具体的であり，
しかも地域研究（地域経済，地城問題分析，地域政策の研究）の社会科学的成果を
踏まえるならば，地域階級構成は，その日本資本主義の地域構造に占める位置
により，例えば，首都圏の階級構成の変動にみられるように，それは，日本全
体の階級分化，階級構成の発展方向を先進的，典型的に示唆するものとして大
きな意義をもっている。 したがって，地域階級構成分析は，全国レベルの階
級，階層の理論的規定，階級構成表作成の技術的規定，階級構成分析の成果を
踏まえるとともに，地域分析の基本的視角と方法，その具体的成果の上にたっ
て，すすめられなければならない。
1) マルクス主義における地域論の基本視角は社会的分業の基礎である都市
と農村の分離，対立であるJ
周知のように，都市と農村の分離は， 「すぺてのすでに発展している商品交
換によって媒介されている分業の基礎」であり， 「社会の全経済史はこの対立
の運動に要約される」24)。資本の本源的蓄積すなわち「労働者と労働実現条件
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の所有との分離」25)は，小プルジョアジーとしての多数の農民からの土地収奪
と農民の労働者化，農村の荒廃と人口流出，都市への人口と労働力の集中をも
たらし，都市と農村の分離，対立をもたらした。
都市と農村の対立は， また同時に「物質的労働と精神的労働の分割」であ
り，「労働の分割と生産用具に直接もとづくところの， 人口の二大階級への分
割」26)である。すなわち，資本蓄積の進行に伴う「農村からの都市の分離，両
者の間における対立と都市による農村の搾取」27)は，小プルジゴアジーとして
の農民層の分解，没落と都市における階級分化，資本家階級と労働者階級の二
大階級の対立，対抗をもたらした。
資本蓄積の地域的不均等の拡大（独占段階では，この不均等は一層拡大される）は
この都市と農村の対立を一層激化させ，都市への無制限な資本と労働力の集中
によって，都市における大資本の支配の確立と都市人口の多数を占める労働
者，勤労諸階層のうえに「貧困，圧迫，隷属，堕落，搾取の増大」をもたら
し，住宅難，通勤地獄などの社会的共同消費手段の不足や生活環境の破壊（公
害）などの新しい貧困（都市問題）を生みだすとともに，農業の荒廃と農村から
労働力の流出による農村の貧困（過疎問題）をもたらした。
資本蓄積の地域的不均等，都市と農村の分離，対立は，人口の階級分化を全
国的範囲で促進し，特に，大都市に大量の労働者階級の堆積をもたらしたが，
このことは同時に，都市問題なり農村問題（過疎問題）なりの真の解決者，資本
主義制度そのものの変革を「歴史的使命」とする社会変革の主体的勢力の形成
24)マルクス『資本論』，第1巻，第4篇，第12章，『マルクス・エンゲルス全集』第23a
巻，大月書店， 462ペー ジ．
25)マルクス『資本論』，第1巻，第7編，第24章，『マルクス・エンゲルス全集』第23b
巻，大月書店， 934ペー ジ．
26)マルクス，エンゲルス「ドイツ・イデオロギー』，第1巻， Iフォイエルバッハ，『マ
ルクス・エンゲルス全集」第3巻，大月書店， 46ペー ジ．
27)レーニン「経済学的ローマン主義の特徴づけによせて」，『レーニン全集」第2巻，大
月書店， 221ペー ジ．
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を意味した。したがって，地域階級構成分析は，都市と農村の対立を基本視角
として，資本蓄積の地域的不均等＝地域経済の不均等発展に規定された地域の
階級分化，階級構成の変動を客銀的に分析するとともに，特に，社会変革の主
体的勢力としての労働者階級の地域的配置と構成，その組織状況，政治的力量
の分析を重要な課題とする。
2) 都市と農村の対立を基軸とする社会的分業の発展は，資本の強蓄積過程
における技術革新と生産力の著しい高揚により，生産の社会化，その主体的要
因としての労働の社会化の一層の進展として現われている。「高度成長」 （資本
の強蓄積）下における資本の急速な集積，集中は，生産（手段）の集中とともに
巨大な労働の集積をもたらし，特に資本蓄積の地域的不均等は，資本による社
会的生産力の発展と地域的不均等，地域間分業の再編成をもたらし，資本と労
働力の地域的流動化をおしすすめ，生産と労働の地域的結合の一層の緊密化を
もたらし，生産の社会化，労働の社会化を促進した。
都市と農村の分離＝二大階級の対立は，地域における資本の蓄積とその生産
過程における生産の社会化，労働の社会化の過程を通じて貫徹している。それ
は，例えば，物質的生産過程と中枢管理過程の分離，大都市への中枢管理機能
の集中の結果として，大都市における資本機能の代行者としての資本家（会社団
体役員と管理職員）の増大と技術操作や管理・経営事務を扱う 「サラリーマン
層」（ホワイトカラー層），商業・サービス等の不生産的労働者層の著しい増大と
なって現われている。また，生産・労働の社会化による地域的分業の発展とそ
の地域的結合の緊密化は，巨大な石油化学コンビナート基地の建設に伴う化学
技術労働者の増大，また生産・労働•生活の地域的結合の環として，太平洋ペ
ルト地帯を中心に運輸・通信労働者の大量の集積をもたらし，それに独得の役
割を付与している。また四大工業地帯を中心としての都市化の発展は，人口の
ドーナツ化を生み，資本家階級， 労働者階級の郊外，周辺県への大量の移動
は，大都市圏の商工自営業者の比重の増大となって現れれている。商工自営業
者は開業，廃業を繰り返しながら，その労働・生活状況は労働者階級の状態に
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接近しており，小プルジョアジーとか中産階級というよりも 「都市勤労諸階
層」と呼ぶのが妥当とされている2s'。
このように，階級・階層の理論的規定，階級構成の分析，特に労働者階級の》
社会的および内部的構成の変化の分析では，この「変化には，その国の資本~
義生産の発展の程度，規模，特殊性，さらにはまたそれの内包する諸矛盾まで
が，いわば対象的に表現さている」29)こと， したがって， 「労働者階級の単一
でない，複雑な階層的な構成を導きだす，物質的，客観的条件としての一一資
本主義的分業（社会的および工場内の）と不可分に結びついた職種や技能の多面
的な構成に目をむけなければならない」so)とともに，その地域的発現形態の把
握によって，生産・労働の地域的社会化に対応する二大階級の全国的配置と構
成，労働者階級の地域的結合と緊密化，その地域的・組織的連帯と統一の物質
的・階級的基礎を分析しなければならない。
(2)地域階級構成研究の課題と方法
地域研究構成研究は，地域分析の基本視角，都市と農村の対立，地域間分業
の発展，地域の生産・労働の社会化の進展を基軸にして，その分析対象として
の地域空間の階級分化，階級構成の日本資本主義の地域構造に占める位置によ
り，二つの課題と方法に分けられる。
そもそも，地域といっても「共同社会一市町村一府県ー地方など，重層の構
造をしている。また，生産組織の空間的配置としての地域，流通・市場組織の
空間的配置としての地域，行政的区域，文化の場としての地域，自然的一体性
からみた地域（河川流域，港湾の沿岸部のように）など，地域をとりあげる視角に
よって，その領域や規模はすべてちがってくる」。本来，行政的区域は「生産
28)田沼惑「都市勤労諸階層の位置ー その存立と統一戦線ー 」，『前衛.]1972年9月号， 52'
ペー ジ．
29)堀江正規「戦後における労働者階級の構成変化」（討論），第1回「経済」 1969年1月
号， 78ペー ジ．
30)同上「戦後労働者階級の構成変化」，『労働組合運働の理論」④，大月書店， 1970年1
月， 175ペー ジ．
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単位あるいは経済的基礎空間（商的市場，交通圏など）を土台として， 社会的文
化的政治的歴史的空間」として作られたものだが，資本主義の発展，とりわけ
独占段階に入ると，「地域空間の自立性」が喪失させられ，「大都市に地方が従
属してしまい，地方都市はもとより，封鎖的な農村ですら，自己完結的でなく
なった」31)とされている。 ・ 
したがって，地域階級構成研究における地域空間は，その統計単位としては
行政的区域（都道府県ー政令指定都市とその行政区，―市町村一国勢統計区）であるの
で，問題とする地域区間（例えば，四大工業地帯とか都市圏，農村圏とか）の階級構・
成を考察するには，行政的区域別の階級構成表の加工・組み替え作業を必要と
することはいうまでもない。
第一の課題は，日本資本主義の地域構造の分析の一環として，全国的規模で
の地域空間の区分と序列による地域別階級構成の研究である。それは諸階級，
諸階層の全国的規模での地域的配置とその構成，対抗状況を明らかにし，労働
者階級，勤労諸階層の地域的連帯と統一の客観的基礎を明らかにすることを課
題としている32)。
「高度成長」下における資本蓄積の地域的不均等の拡大は，都市と農村の対▲
立を基軸として地域の経済構造を大きく変動させ，対米従属的資源・エネルギ
ー政策により，四大工業地帯を中心とする太平洋ベルト地帯の石油化学コンビ
ナート基地建設を拠点とする重化学工業化の進展と農村地帯の荒廃をもたらし
た。この日本資本主義の地域経済構造の変動は，地域の階級分化，階級構成の
大きな変動をもたらした。そこで，次のような課題が提起される。
(i)従来，都道府県別， プロック別の階級構成の若干の検討が行われてきた
31)宮本憲一「地域論の構成と方法」，『地域と自治体』， 第2集， 1975年8月， 16ページ
32)この課題の研究には，地域論や地城経済論の研究成果を踏まえる必要がある．例えば
前掲の宮本憲一「地域論の構成と方法」，野原敏雄「国家独占資本主義と地域経~
（上）（下）ー 地域経済の理論化についての一つの試みー 」，『経済』， 1975年4月号，
前掲の野原，森滝編『戦後日本資本主義の地域構造』等が参考になる．
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が，これを地域への資本の集積・集中，地域経済の変動との関連において，都
道府県別階級構成表を基礎に全国を幾つかの経済地帯（例えば，四大工業地帯，
周辺工業地帯，主農地帯）に分け， その経済地帯別の階級構成の変動を考察する
ことが重要な課題となる。後述するように，東京，神奈川，愛知，大阪，兵庫，
京都，福岡の都府県からなる四大工業地帯は，［高度成長」下における資本と
労働力の集中，集積より，階級分化が著しいテンポですすみ，二大階級の鋭い
対峠の場となっており， 日本の全資本家の半数以上，全労働者の約半数近く
が，この大都市圏に集積している。階級分化は，資本蓄積の地域的重点の移動
につれ，四大工業地帯から周辺工業地帯，さらに主農地帯への確実に進行して
いる。
(ii)また，全国の市町村別階級構成表を基礎にして，類型別にみた都市（市町
村）の階級分化，階級構成の特徴を考察することも重要な課題である。例えば，
全国都市の類型別 (6大都市とその周辺大都市，札幌，仙台，広島，福岡等の地方中枢
都市，県庁所在都市としての地方中核都市，その他の地方都市，また工業都市，商業都市
等々）階級構成の特徴を考察し，金融資本の都市支配， その支配機構としての
「中枢管理機能」の都市への集中，都市の階級分化，階級構成の固有な性格，
特徴を明らかにする。それは日本の階級分化，階級構成の変動の先進的，典型
的類型を示唆するだろう。「新全国総合開発計画」（新全総），またその見直しの
作業の中で，巨大都市問題対策として，全国ネットワーク方式による“総都市
化”構想が策定され，全国の都市化が促進されている現状において，都市の階
級構成分析はますます大きな意義をもつであろう 33)。
第二の課題は，特定の地域空間の階級分化，階級構成の研究である。従来の
地域階級分析の多数も，特定の地域空間， 特定の行政区域（都道府県，本町村）
の階級構成分析に関するものであった。
33)都市の階級構成分析の意義と課題，都市圏ならびに類型別都市の階級分化，階級構成
の変動の分析については， 拙稿「現代日本の都市の階級構成」， 関西大学経済政治研
究所編『現代都市政策の再検討」所収， ・1977年3月発刊予定，参照．
128 
地城階級構成研究の課題と方法（岩井） 535 
特定の地域空間の階級構成の研究においては，前述のようにその地域の経済
変動なり階級分化なりが，個々の特殊な，分散孤立した地域に関するものでは
なく，社会発展過程の必然的展開としての地域分化，地域的分業の一環をなし
ていること，したがって第一の課題である日本資本主義の地域構造との関連に
おける諸階級・諸階層の地域的配置と構成，その対抗関係の分析の成果を踏ま
えて，まず，その特定地域空間の日本資本主義の地域構造に占める位置を明ら
かにしなければならない。日本の経済構造に占めるその地域経済の位置，権力
支配構造，大資本と政府の地域支配機構に占めるその位置を明らかにしておく
必要がある。
「国独資」段階における金融資本と中央政府の地域支配は，社会の生産手段，
生活手段を地域の社会的結合関係から切りはなし， それを搾取の支配に転化
し，地域支配を強化する一方，地域内の自主的な経済と自治組織は破壊され，
地域外の中心地（例えば大都市）への依存度を強め，地域住民の生産・労働圏と
消費•生活圏の分離，その一層の拡大がはかられている。金融資本の大都市支
配と労働者，勤労諸階層の現代的貧困化の一形態としての都市問題，公害問題
の激化は， この生産・労働圏と消費生活圏の分離を一層広げ，大多数の労働
者，勤労諸階層のうえに，通勤地獄，住宅難等の貧困を蓄積している。地域階
級構成分析においても，この地域の生産・労働圏と消費•生活圏の分離とその
相互関係を踏まえ，それぞれの地域の各局面における階級分化，階級・階層の
その存在条件と存在形態，その位置と役割を明確化することが重要な課題とな
っている。以下その課題と方法について，若干の事例を示しながら，その論点
に言及するにとどめ，その全面的検討は今後の課題とする84)。
第一に生産・労働圏の階級構成は，『国勢調査報告』の従業地にかんする表
象， 『事業所統計調査」等から作成される従業地（生産・労働の場）の階級構成
34)地域階級構成研究の第二の課題については「地域階級構成分析の意義と課題」経済統
計研究会関西支部機関紙「社会科学と統計」第6号， 1976年4月，川口清史「地域階
級構成分析の視角と方法」，『地域と自治体』第5集， 1976年11月参照．
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表にもとづいて把握されるが，地域経済の動向（地域の生産関係＝資本・賃労働関
係の変動）との関係における階級構成変動の分析とともに，労働組合なり商工
団体なりの生産・労働の場における地域あるいは自治体での役割，地域の住民
運動，大衆闘争との連帯が重要な課題となっている今日，地域の生産・労働の
場（従業地）における諸階級・諸階層の位置と役割がさらに明確化される必要が
ある。
第 1表は，大阪市，市内行政区，衛星都市吹田市の居住地と従業地の階級構
成表であるが，衛星都市から大阪市内，特に典型的にはビジネス街，官庁街の
北区，東区への大量の通勤労働者群が浮びあがってくるであろう。生産・労働
の場（従業地）の階級構成の立ち入った分析が必要がされる。
第二に，消費•生活圏の階級構成の分析は，従来からの居住地の階級構成表
（『国調』，『就構」等の居住地の職業分類・産業分類と従業上の地位区分の組み合せ表か
ら作成）を基礎とするが，その分析においては， 地域の労働者， 勤労諸階層の
生活状態，都市問題なり公害問題なりの地域問題との関係における地域の貧困
化分析を基軸にしなければならない。既に消費• 生活の場での階級・階層の数
量的規定，階級構成表の作成のうえで，幾つかの試みがなされており，その技
術的検討とその利用が一つの課題とされている。
(i)消費•生活の場は，労働力の再生産過程として現実には人口の構成単位
としての個人ではなく，消費単位，生活単位としての「世帯」を基礎に構成さ
れているので，従来の労働力人口（就業人口と完全失業者の合計）に非労働力人口
も加え，「世帯」を単位とする階級構成を分析する必要がある 35)。第2表は，
大阪市，市内行政区，吹田市の「世帯」の階級構成表であるが，西淀川区は市
内で雇用者世帯の比重が最も高く 74.6形も占めているのに対し，生野区は，市
内で自営業者世帯（その多数は商工自営業者世帯）の構成比が最も高く 45.0形を占
35)「世帯」の階級構成表については，土居英二「世帯を単位とする階級構成表の試算」．
前掲『社会科学と統計」第5号， 1974年12月，参照．
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第2表 「世帯」を単位とする階級構成麦（大阪市内、周辺） (197~) 
大阪市 西淀川区 生野区 吹田市
薯 通 世 帯 総 数！ 2,804,513 100 103,001 100 208,435 100 242,420 100 
, . n,四"'・図虹,営温叫四"'皿叫●".具←●』量“.U 」"'●W鼠●'IJ叡を," .. "も9謹籠つ'」●主"●"紅主が工"晨虹が,'. 漁自営,民... 婁世帯者I",i 
830,942 29.6 23,943 23.3 93,792 45.0 33,842 14.0 
A I Il 
8,214 0.3 141 0.1 472 0.2 2,690 1.1 
4,088 0.2 80 0.1 266 0.1 757 0.3 
n 1a, 4,186 0.2 61 0.1 206 0.1 1,933 0.8 
B 822,668 29.3 23,802 23.1 93,320 44.8 31,152 12.9 
皿(7) 595,528 21.2 16,556 16.1 67,002 32.1 23,101 9.5 
n ts, 304 0.01 9 0.01 22 0.01 66 0.03 
(3)屈用者的性格をもつ裔工自営業者世帯 m (9J 226,836 8.1 7,237 7.0 26,296 12.6 7,985 3.3 
n. 1li用者世帯 （世帯主が雇用者） 1,898,883 67. 7 76.787 74.6 110,340 52.9 201,674 83.2 
Il晨民的性格をもつ雇用者世帯 !l月(6) 2,626 0.1 56 0.1 96 0.04 952 0.4 
(2)商工自営業者的性格をもつ眉用者世帯 mum 112,665 4.0 3,755 3.7 10,517 5.0 9,854 4.1 
(3)展用者のみの世帯 fil(Bl 1,783,592 63.6 72,976 70.9 99,727 47.8 190,868 78. 7 
皿．非 就 業 者 世 帯＂ 74,688 2. 7 2,271 2.2 4,303 2.1 6,904 2.9 
（注） ,. 西淀Il区は市内で雇用者世帯の構成比車が紙も高い雄区、生,1区は、市内で自営業者世苔の構成比が絨も孤い雄Iiである。
2.11)雌世帯及び分類不謡世帯を綸(.12l専累低帯とは他帯艮就業者が低帯主と岡じ爾級に属するが．世帯主のみしか就業していない枇帯．
13)一細,e.11をもつとは、世帯H就業名が 111に属しているものである。
3. 詳しい作成ブ且まは、経済統計研究会関西支部機関誌『社会科学と統計』筍5号、土国論文．参照。
(lb所） 1970年 r国勢調査報告』• 僅帯の経;n構成 (12区分）のIlみ仕え。
め，また衛星都市吹田市は雇用者世帯が83.2彩も占めていることがわかる。
(ii)地域住民の大多数を占める労働者ならびに勤労諸階層（商工自営業者）の
生活状態の貧困化，特に地域の低所得世帯（老人，年金，生活保護世帯等）の貧困
の分析とともに，特に地域の貧困化の現代的形態としての都市の労働者，勤労
諸階層の社会的共同生活・消費手段の不足による貧困化の分析がなされなけれ
ばならない。それは都市問題，公害問題等の地域問題分析における階級構成分
析の重要性を示唆している。
例えば，若干例をあげると，第3表の大阪市の公害地帯の階級構成表は，公
害の直接的被害を受けているのは，いかなる階級・階層かの一端を表明してい
る。西淀川，此花，大正区等の西部臨海工業地帯は公害地帯として全国的に有
名であるが， そこに住むまた通勤する住民（労働力人口）の約80彩労働者であ
り， その大多数は鉱工運通に従事する生産的労働者（工業プロレタリアート）で
ある。また，第4表の階級別世帯数と住宅所有形態との組み合せ表は，住宅所
有形態の階級性の若干の側面を示している。住吉区は大阪市の借家率の高い地
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第4表住宅所有別階級構成表（世帯数）（大阪市住吉区）
主 世 帯
住 吉 区 総数 借 帯
総数 持家
総数 公宮・公団・公社 民営 給与
普通世帯総数 93,700 檄 92,300 昂 26,800 路 65,500 昴 8,600 陪53,200 昴 3,700 唸
I. 社会団体の役員 4,400 紺 4,300 9g 2,200 s8.'6 2,200 si:t 500 15.8 4 1,500 3u 200 u 
]I. 自営業主 20,500 21.0 9 20,300 蒻：8 9,600 翡:B10,700 翡：} 1,000 11.6 9,700 猜,2 100 2.7 .9 .3 0.5 
(I)農林•水産業主 500 紺 500 紺 300 6."6 200 48:~ ゜0 200 48:t (2)商工•その他の業主 20,000 21協 19,800 821.5 0 9,300 乱:l10,500 翡：g 900 ＂ 9,500 147.9 5 100 訊皿屈 用 者 62,200616oa4 61,100 翡：t12,700 蒻::48,400 存：i6,700 1請38,200 761.1.8 4 3,500 954.6  (1)常用 57,600 盟 56,600 醤：i12,200 241.5.2 5 44,400 将.8.] 6,500 IM 34,400 蒻33,500 9tt 
(2)臨時・日瓶 4,600 紺 4,500 “ 500 1J:l 4,000 stA 200 討 3,800 sU ゜8 N. 無 職 6,600紺 6,600 紺 2,300 3:.-: 4,300 6u 500 紐 3,800 57.6 1 v. 不 詳一
（注）世答主の従業上の地位．世苔の収入陪級，住宅の所有の関係別抒通世帯数の表による。 （出所） 1973年『住宅統計調査報告』
区 (67.2%)であるが， 第4表をみると，労働者世帯 (66.4彩）のうち持家は
20.4%, 借家は77.8形であり，そのうち臨時・日雇の労働者世帯では，借家世
帯が87%を占め， うち民営借家（文化住宅とか貸家）が82.6形も占めている。住
宅の困窮がいかなる階級・階層に集中しているかがわかるであろう。
第三に，特定地域の階級構成分析において，市町村レベルの階級構成表では
まだ市町村の行政区域全体の平均的平板的特徴しか表示しえない。現実には，
特定の都市の地域空間は，商業地区，工業地区，農業地区，住宅地区等のさま
ざまな小地域から構成されており，当然各地域の階級構成には少なからぬ相違
がある。市内のどの地域にいかなる階級，階層が居住しているかは，多くは経
験的に判読しうるものであるが，市内の各小地域の階級構成を数量的に把握す
るには，国勢統計区にかんする統計表象を利用することができる。国勢統計区
はほぼ学校区を中心に設定された国勢調査の最も小さな単位調査区（この調査区
は，他のセンサスやサンプリング調査の単位調査区としても利用されている）で， 行政
区域内のさらに立ち入った各小地域の統計の分析には大いに有効である。第5
表は， 吹田市内の代表的な国勢統計区の階級構成表（産業分類と従業上の地位区
との組み合せ表からの作成なので，近似的な数の規定しかなしえないが）であるが， 高
級住宅街の千里山地区（国勢統計区番号， 03) は資本家階級の比重が12.5%と最
134 
地域階級構成研究の課題と方法（岩井）
第5麦 国勢統計区の階級構成（吹田市国勢統計区）
階級ぷ面~色」し巴'i 国鮨阿査記号 干三南03 吹ー北23 
労 儘 力 人 口 1 (2)十い 3,116 100 3,717 100 
就 業 者 人 口 2 総敷 3,lf/5 98.7 3,652 98.3 
A. 安本家階級 3 (b)の総数 388 12.5 165 4.4 
B. 中 間 層 4 (c.d.e) 449 14.4 901 24.2 
産塁林・漁業従事者 5 ABC (c.d.e) 5 0.2 13 0.3 
業鉱エ・通蓬従事者 6 DEFJK(e.d.e) 75 2.4 153 4.1 
別 商業・金融・サービス従事者 7 GHILN (c,d,e) 369 11.8 735 19.8 
C. 労働者 階級 8 (a)の総数 2,238 71.8 2,586 69.6 
産 晨林・漁業従事者 9 ABC {a) ゜゜ I'0,03 業 鉱エ・通運従事者 10 DEFJK (a) 672 ,21.6 1,147 30.9 
醐業・金羅・サービス従事者 1 GHILN (a) 1,427 45.8 1,367 36.8 
別 公務従事者 12 M (a) 139 4.5 71 1.9 
完 全 失 業 者 13 総数 41 l".3 65 1.7 
D. 軍人・警官・保安サービス員 14 J 5 0.2 25 0.7 
541 
古江台26 17 山
3,966 100 3,093 100 
3,932 99.1 3,051 98.6 
239 6.0 68 2.2 
281 7.1 663 21.4 
2 0.1 280 9.1 
105 2.6 119 3.8 
174 4.4 264 8.5 
3,412 86.0 2,320 75.0 
I :0,03 8 0.3 
1,411 35.6 1,396 45.1 
l,T/0 44,6 787 25.4 
230 5.8 129 4.2 
34 0.9 42 1.4 
195 4.9 35 1.1 
（注） I. 園勢統llt区番号(03)1ム高級住宅1liの干.!lllh•Pl山町地区（干里第 3小学校区）、 (23) は、国鉄吹田駅輯の躙店紺の元町地区（吹田第一小学
校区）、 (26)は、千塁ニュークウンの古iI田地区、 (17)は、まだ塁輸区を残している山田地区（山田第一小学校区）にほぼ該当する。
2. 醸稟分類と従業上の旭位区分との組み合せ表にもとづいているので、資＊家の歎が過少、自営婁者・労圏者の数が若干多くなっている。
（出所） 1970年 『国勢調査饉告』第4魯国勢統計区編（ただし、鷹業分類と従讚上の地位区分の親み合せ豪9よ、第4春に掲載されてないので、大
阪府統計課の資料による1.
も高く，商業地域の元町地区 (23)は中間層，特に商業，金融，サービス業に
従事する自営業者の比重が市内で一番高く，公団，公社の団地地区，千里ニュ
ータウンの古江台地区 (26)は労働者階級の比重が市内第 1位で86.0%を示し
ており，農耕地が残存している山田地区 (17)は， 中間層，特に農林漁業に従
事する自営業者が9.1%も占めていること，等が明らかにされる。特定の地域
分析，自治体分析において，小地域の表象として国勢統計区の統計表象の利用
がさらに検討されるべきである。
だが， 地域統計は， わが国の統計制度の特殊性（中央集権的， たこ壷的統計機
構）に規定されて，小地域（都道府県→政令指定都市とその行政区→市村町→国勢統計
区）になればなるほど，調査結果の公表は制限され，公表された統計表象（調
査報告書）は貧弱になる。 これは中央統計機関の調査報告書（この場合は『国勢
調査報告』）の予算的・技術的制約によるとともに，地方統計機関の中央の下請
化（中央の単なる委任業務としての調査）によるものである。地域統計の充実• 発
展は，統計制度の改善とも相まって，地域分析の深化のための大きな課題とな
っている。
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1[ 地域的不均等発展と階級構成の変動
本章では，地域階級構成研究の第一課題，日本資本主義の地域構造分析の一
環としての地域空間の区分と序列による地域階級構成の変動を概観し，諸階級
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・諸階層の地域的配置と構成の変化，その運動方向を明らかにする。地域階級
構成表の理論的・技術的規定とその作成方法は，全国的動向との対比の必要上
基本的に『国調』の職業分類と従業上の地位区分の組み合せ表による大橋氏の
方式36)にもとづいている。地域区分は，第6-a,b, c, dにみられるよう
に， 1955年， 60年， 65年， 70年についての都道府県別階級構成表 (1975年の国勢
調査報告書は，目下の所，都道府県別の速報が出されており，階級構成についても概数を
把握できるが， 75年については，正規の報告書が公表され次第検討したい）をベースに
した経済地帯区分，四大工業地帯，周辺工業地帯，主農地帯（東日本，西日本）を
基軸にしている 37)。経済地帯別，都道府県別階級配置， 階級構成の変動の分
析は，今後の各地域別の階級分化，階級構成のより立ち入った分析のための基
礎的作業となるだろう。
1955年を始点とする「高度成長」（資本の強蓄積）は，対米従属的な技術導入，
資源，エネルギー政策により，産業構成の再編成＝スクラップ・アンド・ビル
ドが強引にすすめられ，大平洋ベルト地帯の中枢としての四大工業地帯を中心
に，重化学工業化が促進され，その結果，都市の大資本・金融資本の支配の拡
大と都市への産業と人口の過度な流入，農村からの労働力人口の流出と農業の
荒廃により，都市問題（過密問題）と農村の過疎問題をひきおこし，都市と農
村の対立，農業と工業の対立を激化させた。以下，資本蓄積の地域的不均等の
指標の分析は極く基本的な指標に限定し（地域的不均等発展の経済指標の検討自体
日本資本主義の地域構造分析の独自な課題である）， 考察の主たる対象をその帰結と
36) 「国調」の職業分類と従業上の地位組み合せ表からの階級構成表作成の理論的，抜術
的規定については， 大橋隆憲「社会階級構成表の意義と限界」． 「日本の階級構成』
（岩波新書）， 「階級構成」（大橋， 高木， 大屋緬『経済統計」第15章， 有斐閣，1973
年），参照．
37)経済地帯区分については，南克己「戦後段階〔構成・対抗〕に関する三つの計数ー総
選挙の『政治算術』一」，『土地制度史学』第35号， 1967年4月， 島崎稔「戦後農村社
会の構造と変貌過程」（『戦後日本の農業と農民」第4章，新評論， 1968年5月）を参
考にして作成した．
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しての地帯別，都道府県別階級配置と構成の分析におく。
1 . 概括的分析一社会諸階級の地域的配置と構成，その対抗状況の変化
まずはじめに，『高度成長」開始期の1955年以降の社会諸階級の地域的配置
と構成，その対抗状況の変化の概括的特徴をみる。第 6-a,b, c, d表の総
括表は，経済地帯別に（都道府県別諸指標を表中の地帯別に組み替えた）， 資本の地
域的集積（工業と農業），階級配置と構成，その政治的対抗状況（衆議院選挙結果）
の諸指標の年次別 (1955年， 60年， 65年， 70年）一覧である。「高度成長」下にお
ける資本蓄積の地域的不均等，都市と農村，工業と農業の対立の深化，四大工
業地帯を中枢とする太平洋ベルト地帯への産業と労働力の集中，階級分化＝ニ
大階級の対立と労働者階級の大量の集積，階級基盤の地域的変動を背景として
の保守党の凋落と革新政党（特に共産党）の伸長という基本傾向（この傾向は，四
大工業地帯から周辺工業地帯，さらに主農地帯にも拡りつつある）の貫徹が一目のも
とに理解されるであろう。
以下，その基本的特徴をみると，第ーに，資本蓄稽の地域的不均等による都
市と農村の対立，工業と農業の対立が著しく深化している。資本の地帯別集積
・集中は， 60年あるいは65年をビークとして，四大工業地帯から周辺工業地帯
へとその相対的重点を拡げつつある。
(i) 四大工業地帯への工業の集積・集中は「高度成長」の全盛時の60年を
ビーク（工業就業者の53.2彩，付加価値生産額の62.4形）にして，その伸び率は若干
鈍化しつつあり，相対的には周辺工業地帯の比重が増大しているが，依然とし
て (70年）工業就業者の47.5%, 付加価値生産額の54.9%を占め，工業の大集
積地になっている。 (ii)資本の集積・集中に対応して，労働力人口は， 55年か
ら70年にかけて四大工業地帯では， 12,237千人から20,409千人へと約67%も増
加し，その地帯分布においても30.7%から38.5%へとその比重を増加させてい
るのに対して，主農地帯では16,534千人から17,884千人へとわずか 8%強しか
増加しておらず，その地帯分布も41.4%から33.8%へと低下し，労働力人口の
工業地帯への集中を示している。 (i)工業就業者数は，全国で約 2倍 (111.9%)'
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に増加し，そのうち約50彩は四大工業地帯に集中しているのに対し，農業就業
者数（自家農業に主として従事した世帯員数＝農業就業人口）は， 全国で47.2彩も激
滅し，四大・周辺工業地帯では特に大きく減少し，農業就業者の約55彩が主農
地帯に集積している。
第二に，都市と農村の対立の深化は，階級分化＝二大階級の対立を促進し，
太平洋ベルト地帯の中枢，四大工業地帯を中心に，労働者階級の絶対的・相対
的増大，その大量の集積をもたらした。
(i)中産階級としての農漁民層の分解は，世界に例をみない速さで進行し，
全国で15,046千人から9,563千人へと 36.4彩も減少し，構成比率でも37.7彩か
ら18.1彩へとその比重を半減しているのに対し，労働者階級は，全国で17,577
千人から31,673千人へと80.2彩も増加し，構成比率でも44.9彩から59.8彩へと
上昇しており，農漁民層の没落と賃労働者化の激しさを示している。 (ii)これ
を地帯別にみると，四大工業地帯の労働者階級は，その比重を若干低下させつ
つあるとはいえ，構成比率で62.3彩から70%へと増加し，その地域分布でも
43.4%から45.0彩へと増大し，日本の総労働者の約半数近くが四大工業地帯に
集積している。資本家階級も四大工業地帯での集積が著しく，絶対数の急速な
増大とともに，構成比率でも3.5彩（全国2.0彩）から5.3彩（全国3.9彩）へと増
大し，地域分布においても日本の総資本家の約50彩強が四大工業地帯に居住し
ている。これに対し，農漁民層は，全地帯で減少しているが，四大・周辺工業
地帯で著しく減少し（四大工業地帯で4096,周辺工業地帯で37.7%の減少），主農地
帯でさえも，構成比率で51.0彩から30.7彩へと低下し，日本の総農漁民層の約
56彩前後が主農地帯に集積している。階級分化は，四大工業地帯から周辺工業
地帯，さらに主農地帯へと確実にしかも急速に進行しており，都市へ農村の対
立＝二大階級の対立はさらに鋭さを増している。特に，四大工業地帯は二大階
級の約半数の集積地であり，二大階級の鋭い対峙の場となっており，変革の主
体的要因としての大量の労働者階級の積積は，四大工業地帯を中心とする革新
統一の発展を促進し， 70年代に入っての太平洋ベルト地帯の相つぐ革新自治体
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の誕生の客観的，階級的基盤を形成した。
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第三に，この地帯別階級配置，階級構成の大なる変動は，諸階級の政治的対
抗の先鋭化をもたらし，その基本的傾向は衆議院選挙の結果に端的に現れてい
る。四大工業地帯（大都市圏）において， 自民党は得票率で58年の49.9彩から
72年の33.5彩へと大きく後退し，中間（公明，民社），革新（社会，共産）の野党
の伸長，特に共産党の4.5彩から16.4彩への躍進にそれが示されている。この四
大工業地帯での自民党の凋落と野党の伸長という多党化現象は，次第に周辺エ
業地帯さらに主農地帯にも波及している。保守勢力としての自民党は，大都市
圏での後退により，その地域的政治基盤を周辺工業地帯から主農地帯に依存せ
ざるを得なくなっており，自民党の総得票数の約4割強は主農地帯の得票によ
るものである。この点，野党第 1党の社会党も同様の傾向を示しており，四大
地帯での得票率は39.1%から 20.5彩へと減少し，その地域的政治基盤も四大
工業地帯は 37.0彩から 33.5彩へと後退し，逆に主農地帯が38.1彩から40.2彩
へと増加している。都市部での伸長が著しい共産党は，四大工業地帯＝大都市
圏をその政治的地盤としており， 四大工業地帯での得票率は4.5彩ら16.4彩ヘ
と急増（全国で2.5彩から10.5彩へ増大） しており， その地域的分布も55年の55.5
彩から67年の60.3彩へと増大している。だが共産党も72年には，四大工業地帯
から周辺工業地帯へ， さらに主農地帯ともその勢力を拡大している。「高度成
長」下の資本の集積・集中の地域的不均等発展は，都市と農村の対立の激化，
農村の都市化をおしすすめ，工業地帯から農業地帯へ，都市部から農村部へと
階級分化＝二大階級の対立，対抗の深化をひきおこした。この「歴史的動力」，
変革の主体としての労働者階級の全国各地帯，地域での集積は，保守層の経済
的政治的基盤の一層の崩壊と革新層の一層の拡大をまねくであろう。
以上，資本蓄積の地域的不均等＝地域経済の変動，地域の階級分化・階級構
成の変動，二大階級を中心とする諸階級・諸階層の対立，対抗状の変化を貫ぬ
く基本的傾向をみたのであるが，地域経済変動に規定された地域の階級構成，
階級基盤の変動が直ちに地域の諸階級の対抗状況の変化を導くものでないこと
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はいうまでもない。そこでは，地域の諸階級・諸階層をとりまく客観的な経済
状態，生活状態の変化とともに，地域住民の主体的要因， その意識状態の変・
化，特に住民の多数を占める労働者階級の主体的力量如何が大きな規定要因と
っている。そこでは，地域別の住民の意識状態，特に，戦闘力としての潜在的
な可能性をもつ労働者階級の数的存在の目的意識的存在への転化の過程が把握
されなければならない。労働者階級の数的存在の目的意識的存在への転化の一
つの指標として、地帯別労働組合の組織状況表（第1表， 1970年）を掲げておく。
各地域別の住民の意識状態の分析，労働者の組織状況，労働組合の力量のより
立ち入った分析がなされなければならない。
2. 資本蓄積の地域的不均等と地域別（地帯別，都道府県別）階級構成の変動
地域別階級構成の変動は，基本的には資本蓄積の地域的不均等＝地域経済の
不均等発展に規定される。以下地域経済変動の若干の指標をみておく （立ち入
った分析は今後の課題である）。
前述のように，資本蓄積の地域的不均等は，都市と農村，工業と農業の対立
の深化を基軸に展開している。経済地帯別工業統計の推移（第8表）をみると，
1955年以降工業の事業所総数に占める四大工業地帯の分布比は若干増大しつづ
けているが，規模別でみると，それは従業員29人以下の零細事業所数の増大に
よるものであり，従業員30人以上の中ならびに大事業所数は逆にほぽ1965年を
境にしてその分布比を低下させ，周辺工業地帯の比重が増大し始めている (30
人~299人の中規模の事業所数で，四大は49.6%から43.6%へ低下，周辺は29.4%から30.4
形に増大し， 300人以上の大規模事業所数では， 四大は60年以降53.2%から47.5%へと一
貫してその比重を低下させ， 周辺は26.5%から29.8%へと比重と増大させている）。 エ
業従業員数では， 四大工業地帯は60年以降一貫してその分布比を低下 (53.2%
から47.5%へ）させ，周辺工業地帯は26.5%から29.8%へとその分布を増大させ
ている。この傾向は，出荷額，付加価値額についても同様である。ただ，四大
工業地帯はその比重を低下させつつあるとはいえ， 70年において，事業所総数
の44.7% (300人以上の大事業所では49.7%) , 従業員数の47.5%を占め， 出荷数
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経済地帯別
全 国
四大工業地帯
1955 周辺工業地帯
年 主農地帯
東日本
西日本
全 国
四大工業地帯
1960 周辺工業地帯
年 主農地帯
束日本
西日本
全 国
四大工業地帯
1965 周辺工業地帯
年 主農地帯
東日本
西日本
全 国
四大工業地帯
1町0 周辺工業地帯
年 主塁地帯
東日本
西日本
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第8表経済地帯別工業統計の推移
事 業 所 数
総 数 1人-29人 30人~299人 300人以上
432,694 405,545 25,419 1,730 
100.0 I 100.0 93.7 I 100.0 s.9 I 100.0 o.4 I 100.0 
171,7rtl 156, 町9 13,802 926 
100.0 I 39.7 91.4 I 38. 1 s.o I 54.a o.5 I 53.7 
133,892 127,067 6,327 498 
100.0 I 3o.s 94.9 I 31.3 4.7 I 24.9 o.8 I 28.8 
127,102 121,499 '5,290 306 
100.0 I 29.4 95.6 I 30.8 4.2 I 22.s 0.2 I 11.1 
80,447 76,640 3,601 199 
100.0 I 1s.& 95.3 I 1s.9 4.s I 14.2 0.2 I 11.s 
46,655 44,859 1,689 107 
100.0 I 10.s 9&.2 I 11.1 3.6 I 6.6 0.2 I 6.2 
4町，050 443,081 41,141 2,828 
100.0 I 100.0 91.0 I 100.0 8.4 I 100.0 o.& I 100.0 
199,424 175,(117 22,741 1,612 
100.0 I 40.9 87.8 I 39.s 11., I 55.a o.s I s1.o 
151,494 140,686 10,033 775 
100.0 I 31.1 92.9 I 31.s 6.6 I 24.4 o.s I 21.4 
136,132 127,324 8,367 441 
100.0 I 21 .9 93.5 I 28.7 6.1 I 20.a o.3 I is.a 
89,197 82,952 5,926 319 
100.0 I 1s.3 93.o I 1s.1 6.6 I 14.4 o.4 I 11.s 
46,935 44,372 2,441 122 
100.0 I 9.s 94.s I 10.0 5.2 I 5.9 o.3 I 4.3 
558,106 505,653 48,870 3,583 
100.0 I 100.0 96.0 I 100.0 8.8 I 100.0 o.6 I 100.0 
242,906 216,653 24,312 1,941 
100.0 I 43.s 89.2 I 42.8 10.0 I 49.7 o.s I 54.2 
170,390 156,029 13,256 1,045 
100.0 I 30.5 91.s I 30.9 1 .s I 21.1 o.& I 29.2 
144,770 132,971 11,202 597 
100.0 I 2s.9 es.1 I 26.3 s.3 I 2s.9 o.4 I 1s.1 
99,013 90,538 8,024 451 
100.0 I 11.1 91.4 I 11.9 s.1 I 1s.4 o.s I 12.s 
45,757 42,433 3,178 146 
100.0 I s.2 92.1 I s.4 6.9 I 6.s o.s I 4.1 
652,931 594,471 54,130 4,330 
100.0 I 100.0 91.0 I 100.0 s.a I 100.0 o. 1 I 100.0 
291,833 266,053 23,626 2,154 
100.0 I 44.7 91.2 I 4.-s s.1 I 43.6 0.1 I 49.7 
198,983 181,628 16,039 1,316 
100.0 I so.s 91.3 I 30.5 s.1 I 29. 7 0.1 I 30.4 
162,160 146,835 14,465 860 
100.0 I 24.s 9o.s I 23.2 s.9 I 26.6 o.s I 19.s 
114,224 103,085 10,519 620 
100.0 I 11.s 90.2 I ts.a 9.2 I 19.4 o.s I 14.3 
47,936 43,750 3,946 240 
100.0 I 1 .3 91.3 I 7.4 s.2 I 7 .2 o.5 I 5.5 
従業
出荷額
付加
員数 価値額
（干人） (IO億円） (IO億円）
5,511 6,769 2,099 
100.0 100.0 100.0 
2,779 3,889 1,229 
50.4 57.5 58,5 
1,504 1,669 503 
27 .3 24. 7 24.0 
1,219 1,211 367 
22.1 17.9 17.5 
798 811 242 
14.5 12.0 11.5 
430 400 125 
7.8 5.9 6.0 
8,169 15,579 4,837 
100.0 100.0 100.0 
4,348 9,494 3,017 
53.2 60.9 62.4 
2,165 3,753 1,137 
26.5 24.1 23.5 
1,656 2,332 684 
20.3 15.0 14.1 
1,144 1,679 486 
14.0 10.8 10.0 
512 653 198 
6.3 4.2 4.1 
9,921 29,497 9,674 
100.0 100.0 100.0 
5,059 16,925 5,629 
51.0 57 .4 58.2 
2,806 7,996 2,547 
28.3 27.1 26.3 
2,056 4,541 1,499 
20.7 15.4 15.5 
1,452 3,336 1,110 
14,6 11.3 11.5 
604 1,205 388 
6.1 4.1 4.0 
11,680 69,035 24,572 
100.0 100.0 100.0 
5,552 37,141 13,491 
47.5 53.8 54.9 
3,484 20,677 7,182 
29.8 30.0 29.2 
2,644 11,217 3,899 
22.7 16.3 15.9 
1,902 8,336 2,891 
16.3 12.1 11.8 
742 2,881 1,008 
6.4 4.2 4.1 
（出所）『工業統計表』
地域階級構成研究の課題と方法（岩井） 555 
（生産額），付加価値額でも50~60%を占めており，依然として物的生産，剰余
価値生産において圧倒的比重を占めている。
さらに『事業所統計調査報告」によって経済地帯別の非農林業の産業構成，
産業分布の推移（第9表）をみると，非農林業事業所総数では， 66年から72年
にかけて，依然として四大工業地帯への集中がみられるが（分布比が38.1%から
40.4%に増大），従業員総数では逆に，四大工業地帯から周辺工業地帯への拡散
がみられる（四大は47.0%から46.7彩へ低下，周辺は24.4彩から24.9%へ増大）。主農
地帯は，非農林業の事業所数，従業員数とも，その分布比を若干低下させてい
る。地帯別の産業別分布比をみると，事業所数では，鉱業と不動産業を除きそ
の分布比を増大させ，製造業，卸売小売業，不動産業，運転通信費，サービス
業は40%を越えている。従業員数では，四大工業地帯は卸売・小売業と運輸・
通信業・サービス業を除き，いづれもその分布比を低下させ，周辺工業地帯の
比重の増大がみられる。四大工業地帯の従業員数が50%を越えているのは，製
造業，金融・保険業，不動産業であり，大都市圏としての四大工業地帯は物的
生産部門（その比率は低下しつつあるが）とともに都市的産業としての金融・保
険，不動産業の比重が著しく高いのが特徴である。主農地帯の従業員数は，鉱
業を除き各産業とも若千低下しており，四大・周辺工業地帯への産業の集中は
依然として進行している。
地域経済指標の最後に経済地帯別金融の動向（第10表）をみると， 産業資金
の供給源泉としての銀行の預金，貸出，その店舗数は65年から70年にかけて，
四大工業地帯はその比重を低下させ，周辺工業地帯の比重が増大しているとは
いえ，預金の約 6割（全国銀行では約7割），貸出（その大多数は大企業への貸出）
の約 6割5分（全国銀行で約7割5分）を占めており， 店舗数でも全国銀行の約
4割（都市銀行では7割6分）を占めており， 四大工業地帯（大都市圏）における
金融資本の支配の拡大の一側面を示している。
資本蓄積の地域的不均等，地域間の格差の拡大，都市と農村の対立の激化に
規定されて，経済地帯別，都道府県別階級分化，階級構成の大きな変動がみら
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地域階級構成研究の課題と方法（岩井）
衷1暉経済雄帯別金融の動向（分布比）
預 金 貸 出
民 圃
うち全国銀行
民 閏
うら全国銀行
郎年 70年 “ 70 65 70 “ 70 全 国 計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
〔“都道府県〕
l 四＊工業地帯 61.0 56.9 69.l 67.4 67.6 64,9 76.2 74.2 
(1)東京・神奈/I 32.1 29.1 38. 7 38.4 37.6 36.4 44.4 44.9 
(2)愛知 6.4 6.1 6.5 5.9 6.1 5.5 6. ヽ 5.6
(3)大阪・兵庫・京都 19.6 18.9 21.5 20.9 21,0 20,2 23.1 21.3 
(4)福岡 2.9 2.8 2.4 2.2 2,8 2.8 2.3 2.4 
n周辺工業地帯 20.2 22.0 16.5 17.7 16,0 17,1 12.1 13.8 
(1)干葉・埼玉・群馬 4,5 5.8 4.0 5.1 3,4 4,1 2.7 3.6 
(2)静岡・岐阜・三重 5.6 5,7 4.4 4.3 4,3 4,2 a.2 3,2 
(3) 富山•石川•福井 2.5 2.5 2.0 2.1 Z.Z Z.3 1.8 1.9 
(4)滋賀・奈良・和歌山 2.3 2.6 1.8 2.0 1.7 1.8 1.2 1.5 
(5) 岡山・広島・山口•愛媛 5.3 5,4 4.3 .ヽ2 4.4 4.7 3.4 3.6 
m主晨地 帯 18.8 20.8 14.4 15.0 16.5 18.l . 11.5 12,2 
1. 東日＊ 12.9 lヽ.2 10.0 10.6 11.5 12.7 8.2 8.7 
(1)北悔道 3.4 3.4 2,7 2.6 3.3 3.4 2.3 2.3 
(2)冑山森彦・培手・宮輯謁城・秋田
• 福・ 5.9 6.6 4.4 4.7 5.5 6.2 3.8 4.1 
(3)茨木・栃＊•長野・山梨 3.6 4.2 2.9 3.3 2.7 3.1 2.1 2.3 
2. 西日本 5.9 6.6 4.4 4.4 5.0 5.4 3.3 3.5 
(ll 鳥取•島根 0.7 0.8 0.5 0,4 0.6 0.6 0.4 0.4 
(2)香川・高知・穂品 1.8 1.9 1,3 1.4 1.5 1.5 1.1 1.2 
(3)麟：羞笥,;r,Rl*.遥 3.4 3.9 2.6 2.6 2.9 3.3 1.8 1.9 
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主要金融機関店舗数
全国銀行 うち都市銀行
65 70 65 70 
100.0 100.0 100.0 100.0 
39.5 41.8 . 78.4 76.8 
17.7 20.2 36.1 40.4 
4.0 4.2 9.7 8.2 
14.0 13.9 30.0 26.4 
3.8 3.5 2.7 1.8 
29.1 28.1 9.7 12.7 
5.5 6.2 2.3 7.1 
7.7 7.2 2.6 2.2 
.ヽ8 4.5 0.9 0.7 
3.0 2.9 1.1 0.9 
8.1 7.4 2.8 1.9 
31.4 30.1 11.9 10.5 
19.7 19.1 9.6 8.8 
4.0 3.7 6.8 5.4 
10.8 10.3 1.7 1.4 
4.9 5.0 LZ. 2.0 
11.7 11.1 2.3 1.7 
1.9 1.8 0,3 0.2 
3.2 2.9 0.6 0.5 
6.6 6.4 1.4 I.I 
（出所）B*銀行 r都道府県別統計』
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れた。経済地帯別階級構成表（第11-a,b, c, d表）と経済地帯別階級分布表
（第12表），都道府県別階級構成表（第13表）とその増減率表（第14表）によって，
経済地帯別，都道府県別の階級分化，階級構成の変動を考察しよう。特に，労
働者階級の分析のために，第13表から作成した労働者階級の構成比の全国順位
表（第15表）を掲載しておく（第11表から第14表までは紙幅の関係で章末に一括して掲
載する）。
1) 四大工業地帯の階級構成の変動
四大工業地帯は，その階級分化が，第6-a,b, c, d表に見られるるよう
に，資本の集積，集中のテンボ，量に規定されて， 1965年を頂点（ヒ°ーク）に
して，その後若干鈍化しつつあるとはいえ，依然として階級分化の急速な進展
による二大階級の対立，対峙の場，労働者階級の一大集積地帯である。総人口
と労働人口に占めるこの地帯の割合（分布）は，一貫して増大し， 70年には，
総人口の39.4%,総労働人口の38.5%を占めるにいたっている。そのうち， 70
年で東京， 神奈川が総労働人口の 15.9% (この地帯の総数の41.3%), 大阪， 兵
庫，京都が13.6彩 (35.6%)を占めている。労働力人口の東京， 神奈川への集
中は依然として進んでいる。
階級分化の進展が急速であり，この地帯の資本家階級は絶対数でも構成比で
も急速に増大し， 55年から70年にかけて，構成比で3.5彩から5.3彩へ，分布比
で総資本家の52.5形から53.1%を占めるにいたっている。特に，大都市への
「中枢・管理機能」の集中に伴って，資本機能の代行者である会社団体・役員
と管理職員数の伸びが著し<.その増加率は60~65年72.5彩， 65~70年で59.8
％にも達している。そのうち， 70年の資本家階級の構成比で福岡県を除いて，
東京都の6.9彩，大阪府の5.5%,神奈川県の5.4%をはじめとして，いづれも
4%を越えており，四大工業地帯の都府県は，資本家階級の大集積地となって
いる。
これに対して， 労働者階級も絶対数で7,623千人から14,268千人へとほぽ2
倍に増大し，構成比でも， 67.3%から69.9%へ，分布比でも43.7%から45.0%
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第1鵠己 労働者階級の構成比の全国順位
繕 1955年 1960年 1965年 1970年
1 東京 東京 神奈川 神奈川
2 大阪神奈川 東京東京
3 神奈川大阪大阪大阪
4 福岡兵庫兵庫兵庫
5 京都福岡愛知愛知
6 兵庫愛知福岡福岡
7 愛知 京都 北海道 北海道
8 北細直 北海道 京都 崎玉
70% 
9 山口静岡崎玉京都
10 静岡山口広島広島
11 和歌山広畠静岡静岡
12 布遥―碕玉 "'i函砿山口 60%
13 奈良奈良山口千葉
14 長崎和歌山奈良奈良
15 三重長崎岐皐三•重
16 崎玉岐阜千葉 和歌山
17 富山三重三重岡山
18 福井石川長崎長崎
19 石川富山富山富山
20 岐阜愛媛石川岐阜
21 愛媛福井福井滋費
22 佐賀宮城 1岡山石川
23 岡山岡山愛媛香川
24 滋賀滋賀滋賀福井
25 穂品群馬群馬｛宮城
26 鳥取干葉宮崎愛媛
27 香川｛香川香川鳥取
28 群馬佐賀宮城群馬
29 長野長野高知長野
30 千葉高知鳥取栃＊
31 l品根徳品長野高知
32 宮崎鳥取棚＊穂品 50% 
33 高知山梨穂島佐賀
34 I宮城門＊佐賀新潟
35 l秋田新潟新潟大分
36 I斬潟宮崎｛品根福畠
37 大分秋田大分富靖
38 l山形福島山梨品根
39 熊＊大分福島熊＊
40 福島島根熊本冑森
“｛栃＊｛岩手秋田山梨
42 山梨熊本青森茨＊
43 岩手山形 1岩手岩手
“青森冑森山形秋田
45 茨城茨城茨城山形
46 鹿児品 鹿児畠 鹿児島 鹿児品
40% 
饂 43.6% 60.5% 56.8% 60.0% ＿＿―-全国平均以上・
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をも占めるに至っており，四大工業地帯は，まさに労働者階級の大量の集積地
であり，二大階級の鋭い対峙の場となっている。日本の全労働者の半数近くが
居住する四大工業地帯の労働者階級の組織的・政治的力量の如何は，社会の変
革の方向とテンポを大きく左右するといえよう。ただ，四大工業地帯への過度
な資本の集積も，都市問題，公害問題等の激化， 「高度成長」政策そのものの
破綻によって， 60年から65年をビークにして周辺工業地帯へと拡散しつつある
のに対応して，労働者階級の集積も65年の構成比70.6%,分布比46.9%を頂点
として，そのテンポも鈍化しつつあり，周辺工業地帯の比重が増大している。
都府県別にみると，東京都と神奈川県は，労働者階級の構成比が70彩越えて
おり，その比重を低下しつつあるとはいえ， 60年以降，全国順位で 1位， 2位
を占めており，分布比においても日本の全労働者の17.6% (この地帯の総労働者
-42.8彩）を占めている。続いて大阪，兵庫，愛知，福岡，京都の順でいづれも
構成比で60%以上の比重を占め，上位を独占している（ただ京都府はその構成比
の伸びが低く， 70年には，北海道，埼玉県に抜かれて，第9位に後退している）。 しか
し，労働者階級の伸び率では， 65年以降， いづれも鈍化しており（神奈川県は
まだ20彩以上の増加率を示しているが），東京都は，ほぽ横ばい（わずか0.5彩の増加
率）の状態を示しており，周辺の諸県の増加となって現われている。
労働者階級の内部構成をみると，四大工業地帯の労働者階級の各階層は，そ
の構成比率，増加率も鈍化の傾向を示しているが，相対的には，生産的労働者
層の増加の鈍化とサラリーマン層と不生産的労働者層の増加が著しい。生産的
労働者層（その大多数は，工場労働者，鉱山労働者，運輸労働者，通信労働者等の工業
プロレタリアート）は，その比重が低下しつつあるとはいえ，分布比でもこの地
帯の全労働者の約半数を占め，日本の生産的労働者総数の40彩強を占めており，
四大工業地帯は依然として工業プロレクリアートの大集積地である。特に，神
奈川県，愛知県，大阪府の比重が高く， 70年でもほぼ35%をこえている。東京
都は急速に生産的労働者の比重を低下させ， 70年には絶対数でも減少するに至
っている。
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一方，技術革新による生産行程の機械化，オートメ化による物質的労働の相
対的低下と管理・技術労働の相対的増大，大都市への「中枢管理機能」の集中
等によって，大都市圏である四大工業地帯は，都市的労働者層（精神的労働者層）
であるサラリーマン層と商業・サービス等の不生産労働者層を拡大させた。サ
ラリーマン層のうち，技術労働者，教育労働者等の専門的技術的労働者の増加
が著しく， 65年22.4彩， 70年には42.3彩という高い増加率を示している。
東京都の26.9彩 (70年）を筆頭にサラリーマン層の比重は， 神奈川，大阪，
兵庫，京都の府県順に20彩をこえており，これに続いて東京都，大阪府周辺の
埼玉，千葉，奈良等の諸県の増加が著しい。「中枢管理都市」としての行政都
市化の著しい進展を示している。
この二大階級への階級分化の中にあって，四大工業地帯の商工自営業者層は
開業，廃業を繰り返しながらも，その数を増大させており，構成比でほぼ16彩
強，分布比でも36%から49彩へとその比重を増大させている。特に，鉱工運通
自営業者の増加が著しい。また都市的職業である医師・弁護士等の自由業者
（自営の専門的・技術的職業従事者）は特に急速にしかも一貫して増大している。
都府県別でみると， 70年で，京都の構成比22.6彩（全国3位），大阪19.5彩 (9
位），愛知19.2彩 (10位）が顕著である。
2) 周辺工業地帯の階級構成の変動
資本の集積・集中，産業と人口の集中は，ほぽ1965年を前後して，相対的に
四大工業地帯から周辺工業地帯に拡散しつつある。周辺工業地帯の階級分化は
四大工業地帯に続いて早いテンボで進行し， 1965年以降，四大工業地帯の階級
分化が鈍化しつつあるのと対称的に， その階級分化は著しいものがある。特
に，東京都周辺の千葉県，埼玉県，大阪府周辺の奈良県，滋賀県の階級分化が
著しい。
周辺工業地帯の多くの県は， 「高度成長」開始期の1955年にはまだ一面では
農村県的性格をもっており，農漁民層の比重が40数形をも占めていたのが，急
速に分解し，その半分以下の10~20彩台に激減している。特に東京，大阪の大
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都市圏周辺の諸県での農民層分解の進行は著しく，埼玉県は43.6彩から14.2彩
ヘ，千葉県は 51.9彩から 21.5彩へ，滋賀県は50.7彩から 27.1彩へ，奈良県は
37.5彩から17.3彩へとその比重を大きく低下させている。
周辺工業地帯の資本家階級は，構成比で1.5彩から3.3彩へと 2倍以上増加し
分布比でも21.6%から23.6彩へと一貫してしかもより高い増加率で増大してい
る。その内的構成においても，四大工業地帯と同様に，会社団体役員と管理職
員の増加が顕著であり，管理的公務員もかなりの増加を示している。特に埼玉
県（構成比が1.7彩から4.1%へ），千葉県 (1.4彩から4.1%へ），奈良県 (2.0%から
4.0%へ）の資本家階級の増加が急速であり，これは，大都市圏周辺諸県の階級
分化とともに，資本家階級が風光明びな生活環境のよい周辺都市へ移住してい
ることを示している。また周辺工業地帯の諸県は，石川県（金沢市），広島県（広
島市）のように，地方中核都市を県庁所在都市としているとこも多いので，「中
枢管理機能」の地方中核都市，県庁所在都市への集中に伴って，資本機能の代
行者，管理労働の担い手としての資本家階級の増大となって現われている。
一方，周辺工業地帯の労働者階級は，東京都周辺，大阪府周辺を中心に急速
にその比重を増大しており，構成比で38.8彩から59.9%へ，分布比で24.6彩か
ら25.2彩へと増加し，増加率でも一貫して，かなりのテンポで増大しており，
この地帯の諸県は， 70年の全国順位で，群馬県 (28位）以外は，上位25位内に
入っている。労働者階級の構成比の順位でみると， 1955年では，東海3県，近
畿3県，瀬戸内 4県，北陸3県，関東臨海3県の順位だったのが， 70年には，
関東臨海 3県，瀬戸内 4県，東海3県，近畿3県，北陸 3県の順位に変化して
おり，東京都周辺の埼玉県 (39.2%から64.5彩へ，全国順位で16位から8位へ）と千
葉県 (32.2彩から59.4彩へ， 30位から13位へ）の労働者階級の急速な増加が続いて
いる。
労働者階級の内部構成をみると，四大工業地帯と対比して，相対的に生産的
労働者層の伸びが大きく，構成比で21.3彩から30.5彩へと増大し，この地帯の
全労働者の58.5彩（四大工業地帯のそれは， 46.3彩）を占めるに至っている。四大
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工業地帯が物質的生産において，相対的にその比重を若干低下させているのと
対称的に，周辺工業地帯は物質的生産に占める位置を増大させ，工業化の進展
を示している。特に，東海の静岡，岐阜，三重の 3県と，瀬戸内の岡山，広島
山口の 3県，北陸の富山，福井の 2県の生産的労働者の比重が高く，いづれも
30%をこしており，各県の総労働者の 6割近くを占めている。労働者数の伸び
率からみると，関東臨海の埼玉，千葉，瀬戸内の岡山の諸県は依然として， 20
％台の増加率を示しているのが特徴である。
周辺工業地帯はまた，四大工業地帯についで都市化の進展が著しく，都市的
識業，労働者層としてのサラリーマン層と不生産的労働者層の増加も大きく，
サラリーマン層の比重では，埼玉（全国順位6位），千葉 (6位），奈良 (5位）の
諸県は20%を越えており，不生産労働者層の比重でも，千葉 (8位），埼玉 (10
位）は10%を越えており，その他の諸県も北陸の 3県を除き， その比重を大き
く増加させ，都市化の進行と「中枢管理機能」の集積を反映している。
中産階級としての自営業者層については，前述のように，工業化．都市化の
進展によって，農漁民層の分解が急速にすすみ，その数を大きく減少させてい
るのに対して，都市の商工自営業者層は，その比重を増大させており，特に，
東海，北陸，近畿の岐阜（全国順位1位），石川 (5位），奈良 (6位），和歌山
(7位）はその構成比が20%をこえているのが特徴である。
3) 主農地帯の階級構成の変動
北海道，東北，北関東・中部，山陰，南四国，南九州の諸県からなる主農地
帯は， 1955年から70年にかけて労働力人口はわずか8.4%の増加しかなく， そ
の地域分布比でも41.4%から33.8%へと低下しており，四大・周辺工業地帯の
労働人口の集中と対称をなしている。 65年までは，東北，南九州の諸県では労
働力人口が絶対数でも減少し，増加率がマイナスになる「過疎」現象が顕著で
あったが， 65年以降，その多くは再び増加に転じている。しかし鹿児島県と山
梨県は依然として労働力人口の絶対数でも減少しつつあり，特に鹿児島県は55
年以降，一貫して減少しており，典型的な「過疎」県となっている。
157 
664 闊西大學『綬済論集」第26巻第4・5合併号
主農地帯では1955年には，労働力人口の51彩が農漁民層で占められていたが
農民層分解の進行によって， 70年には30.7彩へとその比重を低下させてはいる
が，依然として，農漁民層の比重は30彩を越え，その地域分布も57.3彩を占め
ており，農漁民層の過半数以上が， 55年以来，一貫して，主農地帯の諸県に居
住している。農漁民層の構成比の高さでみると，南九州，東北，山陰の諸県の
比重が高く， 70年で，鹿児島県の40.2彩（全国順位1位）を筆頭に，岩手県の
39.4彩 (2位），秋田県の39.2彩 (3位）， 島根県の36.4彩 (4位）， 山形県の
36.3彩 (5位）と続いている。
しかし，主農地帯も緩慢であるが，階級分化が進行しており，労働者階級の
構成比は34.1彩から49.9彩へ（その地帯分布比は， 32.4%から28.2%へと低下），資
本家階級の構成比も1.3彩から2.7彩（その地帯分布比は25.9%から23.3彩へと低下）
と増大している。日本全体からみると二大階級の四大・周辺工業地帯への集積
が進行しているが，主農地帯の階級分化，二大階級の対立も次第に進行してい
ることを示している。特に，東日本主農地帯の北海道，西日本主農地帯の長崎
県の階級分化の進展が著しく，労働者階級の比重が北海道で48.4彩から64.5彩
ヘ，長崎県で41.3彩から55.0彩へと増大し，また農漁民層の比重は20%台に低
下しており，この両道県は主農地帯というよりも周辺工業地帯の階級分化の水
準にあるといえよう。労働者階級の構成からみると，この両道県に続いて，宮
城，鳥取，長野，栃木，高知の諸県の比重が増大しており，その構成比は50彩
をこえている。しかし，全国平均の労働者階級の構成比が約60彩であるのに対
して，鹿児島県の32.3彩を最下位 (70年で30.96台は鹿児島県のみ）として，山形県
の44.4%(下から2位），岩手県の45.2彩（下から3位），茨城県の45.3彩（下か
ら4位）， 山梨県の45.6彩（下から5位）とその多くは40彩台の低水準にある。
「高度成長」が破綻し，資本蓄積テンポの鈍化とともに階級分化の度合もその
速度を緩慢化しつつある現状において，この主農地帯の階級分化の進展，特に
労働者階級とともに農漁民層の意識状態の変化，その組織状況の変化と労農同
盟の進展の度合は今後の国政革新の大きな規定要因となるだろう。
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570 闊西大學『経演論集』第26巻第4・5合併号
第13襄 ブロック別．都道府県別階級構成衷（概数） （単位 1,000人）
＼ ブロック別 P カロ 資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労働者階級総数醒 総数膏甘渭晨血層畠唇 総 敷 サマランリー層生労働薩者的層労不働生薩者的層順全国位
1955 実数 39,908 807 431 21,251 6,205 15,046 17,418 4,977 8,956 2,731 
年 比率 100.0 2.0 
I 
1.1 53.2 15.5 37,7 
I 
43,6 12.5 22.4 6.8 
I 芦 暉 44,009 1,183 489 20,097 6,611 13,486 22,229 6,237 12,253 3,420 年 比率 100.0 2.7 1.1 45. 7 15,0 30,6 50.5 14.2 27.8 7.8 全国芦 暉 48,294 1,756 575 18,498 7,401 11,097 27,446 8,224 14,089 4,467 , 年 比率 100.0 3.6 1.2 38.3 15.3 23.0 56.8 17.0 29.2 9.2 両 百面 52,948 2,052 646 18,380 8,810 9,570 31,723 9,864 15,615 5,531 
年 比率 100.0 3.8 1.2 35,3 17.3 18,0 60,0 18.6 29.5 10.4 
55 実数 2,002 39 10 58 937 糾6 691 39 969 261 541 139 8 
年 比率 100.0 1.9 2-9 46.8 12.3 34.5 48.4 13.0 27.0 6.9 
， 60 百 2,202 46 7 59 諏 以6 638 39 1,206 313 692 183 8 
北海道 年 比率 10-0.0 2.1 2.7 40.1 11.1 29.0 54.8 14.2 31,4 8.3 
プロック165 韮 2,357 “ 7 62 779 275 504 40 1,452 407 760 254 7 年 比率 100.0 2.1 2,6 33.0 11,6 21.4 61.6 17.3 32.2 10.8 
万 韮 2,499 94 10 63 718 299 419 41 1,613 465 799 310 7 
年 比率 100.0 3,8 2,5 28.8 12.0 16.8 6令.6 18.6 32.0 12.4 
・5 実数 4,218 43 29 2,840 546 2,294 1,309 394 689 171 
年 比率 100.0 1.0 
I 
0,7 67.3 12,9 54.4 
I 
31,0 9.3 16.3 44.0 
l60 直 4,310 55 “ 2,655 570 2,085 1,548 448 859 217 I 東北 年 比率 100.0 1.3 1.0 61.6 13,2 48.4 35,9 10.4 19,9 5.0 プロック165 演 4,300 ＂ 46 2,368 585 1,783 1,811 565 932 269 年 比率 100.0 1-7 I.I 5, l 13.6 41.5 42.1 13.1 21.8 6.3 70 屠 4,62ヽ 111 51 2,279 654 1,625 2,174 668 1,098 352 
年 比率 100.0 2.4 1.1 49.3 14.2 35,1 47.0 14.5 23.8 7.6 
55 実数 630 6 39 6 439 84 355 3 179 53 90 26 44 
年 比率 100.0 1.0 〇.9 69.8 13.4 56,、 28.3 rs.s 14,3 4.1 
1°60 芦 652 8 38 11 416 86 330 3 215 61 114 35 “ 
青森
年 比率 100.0 1.2 1,7 63,9 13,3 so.& 33.0 9.4 17.6 5.4 
I !"i 65 656 10 41 13 366 89 277 7 266 79 134 43 42 
年 比率 100.0 1.5 2.0 55.9 13,7 42-2 40,6. 12.0 20,4 6. 7 
l70 芦 707 15 41 13 352 98 254 10 326 96 161 56 40 
年 比率 100.0 2.1 1.8 49.8 13,9 35.9 46.1 13.6 22.8 7.9 
55 実数 675 6 43 2 469 78 391 4 198 60 105 25 43 
年 比率 100.0 0.9 0.3 69.5 11-6 57.9 29.3 8.9 15.6 3. 7 
万 漢 699 8 42 3 444 78 366 4 243 68 139 32 41 
年 比率 100.0 I.I 0.5 63,6 11,3 52-3 34.7 9.8 19,9 4.5 
岩手165 五 678 10 41 4 388 80 308 3 275 85 144 40 42 
年 比率 100.0 1.5 0.1 57.3 11.9 45-4 40,6 12.5 21.2 5.9 
l70 韮 713 14 46 5 371 90 埠1 3 32l 100 165 49 43 
年 比率 100.0 2.0 Q.7 52.1 12.7 39,4 45.2 14.0 23.1 6.9 
164 
地域階級構成研究の課題と方法（岩井） 571 
第13麦 ブロック別，都道府県別階級構成表（概数）
〈プロック別ご労人働口力 資本家階級 警軍人官・ 自営業者層 労憐者階級総数届唇 総数t閑渭紐民層畠欝 総数 サマランリ一層労生倶産者的層労不生動産者的層順全位国・
55実数 732 9 44 8 458 98 360 8 257 86 120 40 34 
年比率 10. 0 0, 9 0, 5 67. 3 12. 7 54.6 31.4 9.1 17.8 3. 3 
60 哀 763 13 18 13 425 107 318 25 310 99 158 48 22 
宮城
年 比率 10, 0 1.7 1.8 5, 7 14. 0 41.7 40,6 13. 0 20, 7 6, 3 
65 葵 801 19 12 13 390 112 278 20 380 129 179 63 28 
年比率 100. 0 2. 4 I. 6 48, 7 14. 0 34, 7 47.4 16.1 22.4 7. 9 
70 実数 901 29 14 14 381 126 255 23 474 158 219 86 26 
年比率 100,0 3.2 1.6 42.3 14. 0 28, 3 52.6 17.5 24. 3 9. 5 
5 実数 607 6 33 3 409 78 331 24 191 55 108 20 34 
秋田
年 比率 100,0 1.2 1.0 62. 7 8.1 54.6 31.4 9.1 17.8 3. 3 
60 実数 621 7 42 4 386 75 311 ， 224 64 127 29 37 
年比率 100.0 I.I 0. 7 62.0 12. 0 50. 0 36.0 10.3 20. 4 4. 7 
65 実数 607 9 41 4 344 76 268 5 249 78 130 35 41 
年比率 100. 0 1.5 0. 7 56,8 12.6 44.2 41.0 12. 9 21.4 5. 8 
70 嘆 643 14 38 5 329 77 252 2 286 89 142 47 “ 年比率 100, 0 2. 2 0. 8 52. 6 13.4 39.2 4. 5 13.8 22.1 7.3 
55実数 638 6 44 3 433 90 343 5 197 58 106 28 38 
年 比率 10. 0 0. 9 0. 5 67. 8 14. 0 53.8 30.8 9.1 16, 6 4.3 
山形
60 ~ 638 8 38 6 403 94 309 5 221 65 123 30 43 
年比率 10. 0 1.3 0. 9 63.1 14. 7 48,4 34.6 10.1 19.3 4. 7 
65 漢 626 10 36 5 357 93 264 4 254 80 134 35 42 
年比率 100.0 1.6 0.8 57. 0 14.8 42.2 40. 6 12.8 21.4 5. 6 
70 m 656 15 36 6 342 104 238 5 291 90 150 45 45 
年比率 100. 0 2.3 0. 9 52. 0 15. 7 36.3 44.4 13. 7 2. 9 6. 7 
55実数 937 10 39 7 633 119 514 7 287 82 160 32 40 
年 比率 100. 0 1. 0 0.8 67. 5 12. 7 54.8 30, 7 8. 7 17, I 3. 4 
福島 戸60 937 1 39 6 581 130 451 ， 337 91 198 42 38 
年比率 10, 0 1.2 0. 6 62, 0 13, 8 48. 2 35. 9 9. 7 21.1 4, 5 
百00k 933 16 36 7 523 134 389 6 388 113 211 53 39 
年比率 10. 0 1.7 0. 8 56, 0 14. 3 41.7 41. 6 12.1 22.6 5. 7 
I ぽ70 I ,003 23 36 8 495 150 345 12 475 135 260 69 36 
年比率 10: 0 2. 3 0.8 49.3 14. 9 34.4 47.4 13.5 25. 9 6. 9 
55実数 2,835 41 21 1.871 426 1,445 904 264 477 133 
北関東
年 比率 100.0 1.4 
I 
0. 7 66.0 15.1 50. 9 
I 
31.8 9.3 16.8 4. 9 
I 五60 2,885 45 17 1.693 431 1,262 1,110 297 650 151 中部 年 比率 100.0 1.6 0.6 58. 7 15.0 43. 7 38.5 10. 3 22.5 5.2 プロックI 匹65 2,997 66 20 1,526 463 1,063 1,385 386 764 209 年 比率 10. 0 2. 2 0. 7 50. 9 15. 4 35. 5 46. 2 12. 9 25.5 7.0 70 嘆 3,249 93 24 1,492 563 929 1,638 459 896 255 
年比率 10. 0 2. 9 0. 7 45. 3 16. 7 28. 6 50.4 1p 27.6 7. 9 
165 
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第13表 ブロック別，都道府県別階級構成表（概数）｀ プロック別 閃勧力ロ資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労働者階級総数詞 総数畠ザ庸良紐層畠唇 総 数 サマランリ層ー労生慟産者的層労不慟生産者的層順全国位55実数 702 9 29 7 473 119 354 8 214 57 118 33 41 
年比率 100.0 1.3 0. 9 67. 3 16. 9 50.4 30,5 8.0 16.9 4. 7 
百暉 714 10 29 6 430 118 312 14 263 67 154 38 34 
年 比率 100. 0 1.4 0.8 60.2 16.4 43.8 36.8 9.4 21.6 5.3 
栃木 五65 747 14 32 7 388 123 265 16 338 91 188 52 32 
年比率 100. 0 I. 9 o. 9 52.0 16.5 35.5 45.3 12.2 25.2 7.0 
70 丙 834 22 31 7 380 149 231 17 423 114 235 66 30 
年比率 100.0 2.6 0.8 45.5 17.8 27. 7 50. 7 13. 7 28.2 7.9 
55実数 749 11 23 7 487 124 363 19 245 65 138 32 28 
年比率 100.0 1.4 0. 9 65.0 16.6 48.4 32.8 8. 7 18.4 4.3 
60 漢 763 12 23 5 434 117 317 24 306 78 183 41 25 
群馬
年 比率 100. O 1.6 0.6 56. 8 15.3 41.5 40.1 10.2 24.0 5.4 
65 五 819 18 19 6 399 132 267 20 396 106 223 58 25 
年比率 100. 0 2.2 0. 7 48. 7 16.1 32.6 48.4 12.9 27.2 7.1 
70 漢 900 26 19 7 404 165 239 19 462 127 256 71 28 
年比率 100. 0 2.9 0.8 44. 9 18. 3 26.6 51.3 14.1 28.4 7.9 
55実数 370 6 14 I 251 66 185 6 113 36 58 16 41 
年比率 100. 0 1.6 0.3 67.6 17.6 50.0 30.5 9.6 15. 5 4.4 
60 実数 374 6 23 1 226 69 157 13 139 40 79 19 33 
年 比率 100.0 1.6 0.4 60.4 18.4 42.0 37.2 10.6 21.1 5.0 
山梨
一 ぽ65 372 8 19 2 205 74 131 ， 156 49 80 24 38 
年比率 100.0 2.2 0.5 55.2 20. 0 35.2 41.9 13.2 21.5 6.5 
70 実数 395 10 “ 3 202 89 113 7 180 56 91 29 41 年比率 100. 0 2.5 0.8 51.1 22. 5 28.6 45.6 14.2 23. 0 7.3 
55 実数 1.012 15 18 7 661 119 542 17 330 106 163 52 29 
年比率 100. 0 I. 5 0. 7 65.3 11.8 53.5 32.6 10.5 19. 9 5.1 
＇ 呟60 1,034 17 23 5 603 127 476 18 402 112 233 53 29 
年 比率 100.0 1.6 0. 5 sp 12. 3 46.0 38. 9 10.8 22.6 5.1 
長野
百哀 1,089 25 15 5 533 134 399 18 495 141 273 75 31 
年比率 100. 0 2.3 0. 5 50.4 13. 8 36.6 45.5 13.0 25.1 6.9 
布ぽ 1,120 35 16 6 507 161 346 18 573 162 315 90 29 
年比率 100. 0 3.1 0.5 45.Z 14.3 30.9 51.2 14.5 28.1 8.0 
55実数 7,621 250 109 3,044 1,200 1,844 4.219 1,288 1,928 827 
年 比率 100.0 3.3 
I 
1.4 39.9 15. 7 24.2 
I 
55.4 16. 7 25.3 10. 9 
60 ' 実数 9,425 313 128 3,020 1,343 1,677 5,881 1,785 2,954 1,062 
関東 年 比率 100.0 3.3 1.4 32.0 14.2 17.8 62.4 18.9 31.3 11.3 
I ぽ臨海 65 11,520 465 159 3,113 1,728 1,385 7,776 2,506 3,655 1,462 
プロック 年 比率 100. 0 4. 0 1.4 27.0 15.0 12. 0 67.5 21.8 31, 7 12. 7 
f7o 同 13,158 715 184 3,275 2,095 I, 180 8,938 3,101 3,955 I, 711 
年比率 100.0 5.4 1.4 24. 9 15.9 9,0 67.9 23.6 30.1 13. 0 
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第13表 ブロック別，都道府県別階級構成表（概数）｀ プロック別 閃働力ロ 資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労慟者階級．総数は 総数；閉蔦晨漁民層氣隠 総 数 サマランリ層ー労生俄廂者的層労不倒生産者的層順全国位55実数 969 8 46 10 717 129 588 2 234 75 117 32 45 
年比率 100.0 0.8 I.I 74.0 13.3 60. 7 24.1 7.8 12.1 3.3 
l60 韮 1,021 11 42 10 694 135 559 2 304 89 173 38 45 
茨城
年 比率 100.0 1.1 0.9 68.0 13.3 54. 7 29.8 8. 7 17.0 3. 7 
65 実数 1,028 15 41 JO 605 143 462 2 398 123 214 53 45 
年比率 100.0 1.5 1.0 58.9 14.0 44.9 38. 7 12.0 20.8 5.2 
70 実数 1,126 24 41 13 578 174 404 6 510 150 281 68 42 
年比率 100.0 2.1 1.2 51.3 15.4 35, 9 45. 3 13. 3 25. 0 6.0 
55実数 1,027 18 11 7 600 153 447 31 402 lll 219 58 16 
年比率 100.0 1.7 0,7 58.4 14.8 43. 6 39.2 10.8 21.3 5.6 
60 濱 1.159 22 13 12 552 159 393 35 566 155 335 70 12 
埼玉
年 比率 100.0 1.9 1.0 47 .6 13.7 33. 9 48. 9 13.4 28. 9 6. 1 
濯頃 1,487 40 7 21 526 205 321 38 901 265 491 128 ， 
年比率 100.0 2.7 1.4 35.4 13.8 21.6 60.6 17.8 33.0 8.6 
170 実数 1,927 79 6 26 572 298 274 39 1,242 388 630 203 8 
年比率 100.0 4.1 1.4 29.7 15.5 14. 2 64.5 20.1 32. 7 10.5 
55実数 1,018 15 23 8 667 139 528 16 328 105 152 55 30 
年比率 100.0 1.4 0.8 65.5 13.6 51. 9 32.2 10.3 15.0 5.4 
I 
60実数 1,112 20 14 13 633 140 493 22 438 138 225 69 26 
年 比率 100.0 1.8 1.2 56.9 12.5 44.4 39.4 12.4 20. 2 6.2 
千葉rs m 416 1,331 35 11 19 582 166 32 695 228 334 118 16 
年比率 100.0 2.6 1.4 43.7 12.4 31.3 52.2 17.1 25. 1 8, 9 
l70 百薮 1,672 69 6 24 582 22.3 359 36 993 336 458 180 13 
年比率 100.0 4.1 J.4 34.8 13.3 21. 5 59. 4 20.1 27.4 10.8 
55実数 3,423 172 1 56 734 618 116 46 2,461 774 1,041 553 I 
年比率 100.0 5.0 1.6 21.4 18.0 3.4 71. 9 22.6 30.4 16.1 
60 実数 4,595 214 1 60 816 725 91 46 34.51 1,085 1,600 721 1 
東京
年 比率 100.0 47 1.3 17 .8 15.8 2.0 75.1 23.6 34.8 15. 7 
65 実数 5,525 294 I 69 1,028 •959 69 45 4,130 1,397 I, 745 908 2 
年比率 100.0 5.3 1.3 18.6 17 .3 1.3 74.8 25.3 31.6 16,4 
70 頁 5,755 398 I 75 I ,109 1,059 50 45 4,149 1,548 l,S79 938 2 
年比率 100.0 6.9 1.3 19.3 18.4 0. 9 72.1 26. 9 27,4 16.3 
55実数 1,184 37 3 27 3,26 161 165 45 794 223 398 131 3 
年比率 100.0 3.1 2.3 27.6 13. 6 14.0 67, 1 18.8 33. 7 11.0 
60 実数 1,537 46 3 32. 324 183 141 45 I, 121 3i9 622 163 2 
年 比率 100.0 3.0 2.1 21.1 11.9 9.2 72. 9 20. 7 40,5 10.6 
神奈川165 実数 2,149 82 3 40 372 254 118 46 1,653 494 872 255 1 
年 比率 100.0 3.8 1.9 17.3 11.8 5. 5 76.9 23.0 40.6 11. 9 
70 実数 2,679 145 3 46 435 342 93 46 2,044 679 1,008 322 1 
年比率 100.0 5.4 1.7 16.3 12.8 3. 5 76.3 25.4 37. 6 12. 0 
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574 隅西大學『継清論集』第26巻第4・5合併号
第IS表ブロック，J,都道府県別階級構成表（概数）
~ プロック別 閃働力ロ 資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労働者階級総数醒 総数皇甘惰良紐層畠唇 総 数 サマランリ層ー労生倶産者的層労花倶生湮者的層順全国位
55実数 3,237 45 21 2,056 463 1,593 I, 115 314 622 147 
年 比率 100.0 1.4 
I 
0.7 63.5 14.3 49.2 
I 
34.4 9.7 19.2 4.5 
I 
実数60 3,375 54 20 1,953 501 1,452 1,334 370 782 169 
北陸 年 比率 100.0 1.6 0.6 57.9 14.9 43.0 39.5 11.0 23.2 5.0 
山陰
実数プロック 65 3,409 69 26 1,717 528 1,189 1,597 471 872 228 
年 比率 100.0 2.0 0.8 50.4 15.5 34.9 46.8 13.8 25.6 6.7 
濯 哀 3,589 99 30 1,626 612 1,014 1,828 547 969 282 
年比率 100.0 2.8 0.8 45.3 17.0 28.3 50. 9 15.2 27.0 7.9 
55実数 1,167 16 29 8 778 160 618 13 366 97 211 49 34 
年比率 100.0 1.3 0.7 66.6 13.6 53.0 31.4 8.3 18.1 4-2 
I 
60 実敦 1,207 17 29 7 733 170 563 12 444 126 255 58 34 
新潟
年 比率 100.0 1.4 0.6 60,7 14.0 46. 7 36.8 10.4 21.1 4.8 
65 実数 1.225 23 32 ， 655 181 474 13 538 162 288 80 35 
年比率 100.0 1-9 0.1 53.5 14.8 38.7 43.9 13.2 23.5 6.5 
I 葵 10 21fl 323 70 1,291 35 25 620 413 15 624 190 101 34 
年比率 100.0 2.7 0.8 43:0 16.0 32.0 48.3 14.7 25.0 1-8 
55実数 481 7 23 2 284 74 210 30 188 53 107 23 17 
年比率 100.0 1-4 0.5 59.0 15.3 43. 7 39.1 10.9 22.2 4.8 
I 
60 実数 530 9 18 3 282 “ 198 28 234 62 143 27 19 
富山
年 比率 100.0 1.7 0.5 53.3 16.0 37.3 44.2 11.8 26. 9 5.1 
65実数 550 11 25 4 254 89 165 27 281 79 161 36 19 
年比率 100.0 2.0 0.1 46.2 16.2 30.0 51.1 14.4 29.3 6.6 
70 実数 581 16 23 4 240 104 136 28 319 91 180 “ 19 年比率 100.0 2.8 0.7 41.3 17.9 23.4 54. 9 15. 7 31.0 7,6 
56実数 461 8 11 4 275 76 199 29 174 49 97 24 19 
年比率 100.0 1.8 0.9 59.7 16.5 43.2 37.6 10.6 21.1 5.2 
＇ 60実数 498 10 ， 3 260 83 177 30 224 59 134 29 18 
石川
年 比率 100.0 2.0 0.6 52.2 16.6 35.6 44,9 11.8 27.0 5.8 
I 写65 518 12 15 5 237 94 143 28 263 75 145 39 20 
年 比率 100.0 2.3 1.0 45-~ 18.2 27.6 50.8 14.5 28.0 7-5 
70 ＇ 実数 550 17 16 6, 230 115 115 26 296 89 153 49 お
年比率 100.0 3.1 I.I 41.8 20. 9 20.9 53.8 16.2 27.8 8.9 
5 実数 373 5 23 2 224 59 165 28 142 36 88 14 18 
年比率 100.0 1.4 0.5 60.0 15.9 44.1 38.1 9.7 23.6 3.8 
60 実数 394 7 14 2 219 68 151 26 165 41 105 18 21 
福井
年 比率 100.0 1.8 0.5 55.6 17.3 38.3 41.8 10.3 26.6 4-5 
65 哀 404 9. 19 2 193 72 121 26 200 53 119 25 21 
年比率 100.0 2.2 o.s 47.8 17.B 30.0 49.5 13.1 29.5 6.2 
ro 哀 422 12 23 3 182 84 98 訟 225 63 129 29 24 
年比率 100.0 2.0 0.7 43.1 19.9 23.2 53.3 14.9 30.6 6.9 
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第13表 ブロック別，都道府県別隅級構成衷（概数）
〈プロック別マ閃釦ロ力 資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労働者階級，総数届唇 総数羹甘嗜晨紐層畠唇 総 数 サマランリ層一生労箇産者的層労不儀生産者的層順全位国贔'9 
55実数 298 4 18 3 192 35 157 21 99 34 “ 16 26 年比率 100.0 1.5 1.0 64.3 11.6 52. 7 33.2 11.3 14.6 5.3 
I ぽ60 298 5 18 3 178 39 139 17 112 35 60 15 32 . 
鳥取
年 比率 100.0 1. 7 0.9 59.7 13.2 46.5 37.5 11.6 20.2 5.1 
65 咬 296 6 25 4 149 38 lll 18 137 43 68 21 30' 
年比率 100.0 2.0 1.4 50.4 12.9 37,5 46.3 14.5 23.0 7.1 
I 国70 316 9 19 4 140 “ 96 20 163 50 83 26 27 年比率 100.0 2.9 1.3 44.3 13.9 30.4 51.6 15.8 26.3 8.2 
55実数 455 5 39 2 304 60 244 13 145 45 76 21 31 
年比率 100.0 1.0 0.5 66.6 13.1 53,5 31.9 9.9 16. 7 4.5 
I ぽ60 449 6 36 2 282 58 224 6 156 48 85 22 40 
島根
年 比率 100.0 1.3 0.5 62.8 12.9 49.9 34, 8 10.6 18. 9 4.8 
65 ぽ云 416 7 36 3 228 53 175 10 178 58 90 27 36 
年比率 100.0 1.7 0.7 54.9 12.8 42.1 42.8 13. 9 21.6 6.5 
~ I 70 実数 429 9 41 3 214 58 156 ， 200 63 101 33 38' 
年比率 100.0 2.1 0.1 50.0 13.6 36.4 46.6 14. 7 23.5 7. 7 
55実数 4,383 86 37 2,258 781 1,477 2,002 492 I, 176 281 ； 
年 比率 100.0 2.0 
I 
0.9 51.5 17.8 33. 7 
I 
45. 7 11.2 26.8 6.4 
I 
60 盲 5,019 99 50 2,159 857 1,302 Z,685 620 1,686 357 
東海 年 比率 100.0 2.0 1.0 43.0 17.3 25. 7 53.5 12.4 33.6 7.1 
プロック'65 衷 5,616 145 57 2,082 995 1,087 3,331 857 1,915 507 
年 比率 100.0 2.6 1.0 37.1 17,7 19.4 59.3 15.3 34.1 9.0 
70 百 6,239 216 65 2,118 1,205 913 3,827 1,037 2,127 608 
年比率 100.0 3.5 1.0 33.9 19.3 14.6 61.3 16.6 34.1 9.8 
55実数 1,182 19 14 1 626 207 419 37 526 122 317 ＂ 10 ＇ I 年比率 100.0 1.6 0.9 53.0 17,5 訪.5 44.5 10.3 26,9 6.2 
60実敷 1,314 23 14 19 591 228 364 38 675 151 422 94 9' 
静岡
年 比率 100.0 1.8 1.4 45.0 17.3 27.7 51.4 11.5 32.2 7.2 
65 韮 1,443 35 12 21 557 253 304 36 830 208 480 128 11 
; 
年比率 100.0 2.4 1.5 38.6 17.5 21.1 57.5 14.4 33.3 8.9 ！ 
70 韮 1,630 53 13 23 570 306 2,64 35 981 254 549 161 11 ; 
年比率 100.0 3.3 1.4 35.0 18.8 16.2 60. 2 15.6 33. 7 9.9 
55実数 1,751 “ 6 18 769 319 450 40 920 224 535 137 7' 年比率 100.0 2.5 1.0 43.9 18.2 25. 7 52.5 12.8 30.6 7.8 
60 韮 2,141 52 6 20 758 365 393 “ 1,295 298 Bll 178 6 
愛知
年 比率 100 0 2.4 0.9 35.4 11.0 18.4 60.5 13.9 . 37.9 8.3 
実数 5 I 65 2,521 77 6 24 784 449 335 41 1,635 422 931 260 
' 年比率 100.0 3.1 1.0 31.9 18.6 13.3 64.9 16. 7 36.9 10.3 
I 
70 実数 2,838 115 6 28 821 545 276 42 1,866 515 1,021 308 5 
年比率 100.0 4.1 1.0 28.9 19.2 9. 7 65.B 18.2 36.0 10.9 
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576 闊西大學『継済論集』第26巻第4・5合併号
第13表 ブロック別，都道府県別階級構成表（概数）
プ｀ロック別
閃箇ロ力 資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労働者階級
総数届唇 総数畜乱渭艮紐層創唇 総 数 サマランリ層一労生鑽産者的層労不囮生産者的層頗全国位
55実数 696 11 4 4 402 104 298 32 278 76 158 34 15 
年比率 100.0 1,6 0.6 57.8 15.0 42.8 40.0 10.9 22. 7 4.8 
60 実数 736 10 29 5 387 lll 276 29 332 82 208 38 17 
年 比率 100.0 1.4 0.7 52.5 
三重
14.9 37.6 45.1 11.1 28.3 5.1 
65実数 764 15 25 6 344 116 228 29 398 108 231 51 17 
年比率 100.0 2.0 0.8 45.1 15.3 29.8 52.1 14.1 30.2 6.7 
l7i 韮 806 21 31 8 325 133 192 30 452 126 255 63 15 
年比率 100.0 2.6 1.0 40-4 16.6 23.8 56.1 15.6 31.6 1.8 
55実数 755 11 18 4 461 151 310 27 278 70 166 37 20 
年比率 100.0 1.5 0.6 61.1 20.1 41.0 36. 9 9.2 21.9 4.9 
I 哀60 829 14 15 6 422 154 268 31 383 88 245 ＂ 16 
岐阜
年 比率 100.0 1.7 0.7 50.9 18.5 32.4 46.2 10.7 29.5 5. 7 
65 哀 888 19 23 6 396 175 221 31 467 119 274 67 15 
年比率 100.0 2.1 o. 7 44,6 19.7 24. 9 52.6 13.4 30. 7 7.6 
I 
70 実数 966 28 18 1 401 221 180 27 529 142 302 77 20 
年 比率： 100.0 2.9 0.7 41,5 22.9 18.6 54.8 14. 7 31.3 8,0 
55 且実羞.,ふ闘 158 66 2,229 1,017 1,212 3,056'869 1,561 490 年 100.0 2.8 
I 
1.2 40.5 18.5 22.0 55.5 15.8 28,3 8. 9 
I 
I 
60 6,559 190 68 2,191 1,149 1,042 4,078 1,096 2,285 640 
近畿 年 100.0 2.9 1.0 33.4 17.5 15.9 62.2 16. 7 34.8 9.8 
プロック165 7,783 265 83 2,295 1,422 873 s. 137 1,482 2,674 856 
年 比率 100.0 3.4 1.1 29.5 18.3 11.2 66.0 19.0 34,4 11.0 
I 百 8,67870 409 96 2,385 1,647 738 5,765 I, 777 2,835 1,027 
年比率 100.0 4.7 I.I 27.5 19.0 8.5 66.4 20.5 32. 7 11.8 
55実数 413 7 14 4 263 53 210 22 140 4.1 78 17 24 
年比率 100.0 1-6 〇.a 63.6 12.9 50. 7 33. 9 9, 9 18.9 4, 1 
lo 百 429 6 29 4 244 61 183 22 172 47 103 21 24 
滋賀
年 比率 100.0 1.4 0.9 56. 9 14.1 42.8 40.2 11.1 23.9 4. 9 
~ 韮 451 ， 25 5 218 62 156 22 219 63 123 29 24 
年比率 100.0 2.0 1.1 48.4 13.8 34.6 48.6 14.0 27.3 6.4 
70 実数 490 13 25 6 206 73 133 24 266 78 147 37 21 
年比率 100.0 2.7 1.2 42.1 15.0 27.1 54.3 15.9 30.0 7.6 
55実数 829 25 4 15 346 173 173 42 443 131 212 “ 5 L!. 比率 100.0 3.0 1.8 41.7 20.9 20.8 53.5 15. 7 25.5 10.2 
60実数 944 26 4 lヽ 356 198 158 40 544 156 285 96 7 
京都
年 比率 100.0 2.8 1.5 37.7 20.9 16.8 57.6 16.5 30.2 10.2 
65実数 1,068 35 4 17 364 237 127 39 652 197 324 117 8 
年比率 100.0 3.3 1.6 34.l 22.2 11.9 61.l 18.5 30.3 11.0 
70 韮 1,153 52 5 18 367 261 1閲 38 714 232 330 136 ， 
年比率 100.0 4,5 1.6 31.8 22.6 9.2 61. 9 20.1 28.6 11.8 
170 
地域階級構成研究の課題と方法（岩井） 577 
第13表 ブロック別，都道府県別階綴構成表（概数）
プゞロック別
閃儀力ロ 資本家階級 酎m自営業者層 労働者階級
総数届唇 総数畠甘9良饂層畠唇 総 数 サマランリー層生労働産者的層労不働生産者的層順全位国
55実数 1,930 68 2 23 539 399 140 “ 1,300 347 611 230 2 年比率 100.0 3.5 1.2 27.9 20.6 7.3 67,4 18.0 34.3 11.9 
l6o 暉 2,569 92 2 以 573 466 107 “ 1,865 476 1,043 318 3 
大阪
年 比率 100.0 3.6 1.0 22.3 18.1 4.2 72.6 18.5 40.6 12.4 
百嘆 3,303 132 2 31 719 625 94 “ ,.,20 672 1,252 435 3 年比率 100.0 4.0 0.9 21.8 18.9 2.9 73.3 20.4 37.9 13.2 
l70 演云 3,742 204 2 37 807 732 75 44 2,683 803 1.305 513 3 
年比率 100.0 5.5 1.0 21.5 19.5 2.0 71. 7 21.5 34.9 13. 7 
55実数 1,556 44 5 21 659 251 408 41 831 248 427 117 6 
年比率 100.0 2.8 1.3 42.4 16.1 26.3 53.4 15.9 27.4 7.5 
60 屠 1,802 50 4 20 621 274 347 43 1,104 312 624 152 4 
兵庫
年 比率 100.2 2.8 1.1 34.5 15.2 19.3 61.3 17.3 34.6 8.4 
百 直 2,088 69 4 23 616 328 288 43 1,379 409 729 207 4 
年比率 100.0 3.3 1.1 29.5 15. 7 13.8 66.0 19.6 34.9 9.9 
70 石 2,322 108 4 ” 624 383 241 43 1,558 488 786 252 4 年比率 100.0 4.7 1.2 26.9 16.5 10.4 67.1 21.0 33.9 10,9 
55実数 337 7 8 2 184 57 127 3ヽ 145 47 72 20 13 
年比率 100.0 2.0 0.5 54.5 17.0 37.5 43.0 13.8 21.3 5,8 
60 実数 354 7 ， 3 171 67 104 34 172 50 ” 22 13 
奈良
年 比率 100.0 2.0 0.9 48.3 18.8 29.5 48.6 14.3 27.4 6.3 
I 
65実数 385 9 15 3 167 77 90 34 206 69 102 30 14 
年比率 100 0 2,3 0.8 43.2 19.8 23.4 53.5 17.9 26.5 7.8 
I 
70実数 451 18 ， 4 171 93 78 33 254 92 116 42 14 
年比率 100.0 4.0 0.9 38.0 20. 7 17.3 56.3 20.4 25.7 9.3 
55実数 443 7 18 2 238 84 154 35 196 55 112 22 11 
年比率 100.0 1.5 0.5 53.7 18.9 34.8 44,3 12.5 25.2 5.0 
60 哀 461 ， ， 3 227 86 141 33 221 55 133 30 1, 
和歌山
年 比率 100.0 2.0 0.6 49.2 18.6 30.6 48.0 11.9 28.9 6.4 
65実数 488 11 15 3 212 94 118 33 262 71 144 38 13 
年比率 100.0 2.3 0.6 43.4 19.2 以.2 53. 7 14.6 29.5 7.8 
70 韮 521 14 25 4 211 106 105 29 291 84 151 46 16 
年比率 100.0 2.7 0.8 40,5 20.3 20.2 55.9 16.1 29.0 8,8 
55実数 5,223 90 54 2,776 827 1,949 2,303 642 1,205 317 
年 比率 100.0 1.7 
I 
1.0 53.l 15.8 37.3 
I 
44.l 12.3 23.1 6.1 
I 60 実数 5,440 98 63 2,540 852 1,688 2,718 736 1,526 392 瀬戸内 年 比率 100.0 1.8 1.2 46.7 15. 7 31.0 50.0 13.5 27.9 7.0 プロ” 65 実数 5,695 138 71 2,265 864 1,401 3,218 940 1,662 497 年 比率 100.0 2., 1.3 39.8 15.2 :U.6 56.5 16,5 29,Z 8.7 I 石云70 6,156 203 80 2,162 975 1,187 3,689 1,099 1,866 605 
年比率 100.0 3.3 1.3 35.1 15.8 19.3 59.9 17.9 30.3 9.8 
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578 隅西大學「経清論集』第26巻第4・5合併号
第13表 ブロック別，都道府県別階級構成表（概数）
〈プロック別マ労人値力口 資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労働者階級総数届履 総数羹沿3層g醗層畠息 総 数 サマランリ層ー労生慟産者的層労不f1l生産者9艮li全国位
55実数 815 10 29 7 515 119 396 23 283 79 156 35 23 
年比率 100.0 1.3 0.9 63.1 14.6 48.5 34,8 9.6 19.1 4.3 
60実数 糾I 14 18 4 481 130 351 21 340 92 200 43 お
岡山
年 比率 100.0 1.7 o.s 57.2 15.5 41. 7 40.4 11.0 23.8 5.1 
65実数 866 19 19 5 415 125 290 25 426 122 236 58 泣
年比率 100.0 2.2 0.6 47.9 14.4 33.5 49.2 14.1 '13.3 6.7 
70 哀 942 29 16 6 375 146 229 32 521 150 285 76 17 
年比率 100.0 3.1 0.6 39,9 15.6 24.3 55.3 15.9 30.3 8.1 
55実数 988 20 8 JO 530 164 366 36 429 130 218 59 12 
年比率 100.0 2.0 1.0 53.6 16.5 37. l 43.4 13.2 22.0 5-9 
60 実数 1,069 21 ， 14 505 173 332 36 524 147 302 67 11 
広島
年 比率 100.0 2.0 1.3 47.3 12. 7 31.0 49.1 13. 7 28.3 6.3 
65 実数 1,169 32 7 18 442 179 263 37 676 198 366 97 10 
年 比率 100.0 2.7 1.5 37.9 15.4 22.5 57.8 16.9 31.3 8.3 
70 実数 1,298 48 11 20 423 207 216 37 802 239 421 126 10 
年比率 100.0 3.7 1.5 32.6 16.0 16.6 61.8 18.4 32.4 9.7 
55実数 726 12 11 ， 382 95 287 38 324 94 168 43 ， 
年比率 100.0 1.1 1.2 52.6 13.l 39.5 44.6 12.9 23.1 6.0 
60 実数 743 10 36 10 342 102 240 37 376 101 212 53 10 
山口
年 比率 100.0 1.3 1.4 46.0 13,9 32.3 50.5 13.6 28.5 7.2 
65 実数 751 16 23 10 298 103 195 35 426 125 221 66 12 
年比率 100.0 2.1 1-3 39. 7 13. 7 26.0 56. 7 16.6 29.4 8.8 
70 ほ 782 23 19 11 278 110 168 34 468 138 243 74 12 
年比率 100.0 2.9 1.4 35.5 14.0 21.5 59.9 17. 7 31.1 9.5 
55実数 457 6 33 4 298 “ 214 18 150 47 77 19 27 年比率 100.0 1.2 0.8 65.1 18.4 46. 7 認.9 10.3 16.9 4.1 
60 実数 447 8 14 4 256 77 179 20 175 53 94 26 27 
年 比率 100.0 1,8 1.0 57.3 17.1 40.2 39.3 11.8 21.0 5.9 
香 Il 函65 459 11 12 5 222 74 148 22 220 68 112 35 27 
年比率 100.0 2.4 I.I 48.4 16.2 32.2 47. 9 14.8 24.4 7.6 
10 五 494 16 14 6 207 86 121 25 266 81 132 45 22 
年比率 100.0 3.2 1.2 41.9 17.4 以.5 53.9 16.4 26. 7 9.1 
55実数 672 7 33 3 419 110 309 25 242 65 131 33 21 
年 比率 100.0 1.1 0.5 62.3 16.4 45.9 36. I 9.7 19.6 4.8 
60 実数 661 10 27 4 362 106 256 27 283 76 165 36 20 
愛媛
年 比率 100.0 1.5 0.6 54.8 16.l 38. 7 42.8 11.5 24.9 5.5 
65 実数 675 13 32 5 326 107 219 24 332 95 178 46 22 
年比率 100.0 1-9 0.7 48,1 15. 7 32.4 49.2 14.1 26.4 6.8 
70 実数 718 19 25 5 316 120 196 21 378 108 200 56 25 
年比率 100.0 2.7 0.7 44.0 16. 7 27.3 52. 7 15.0 27.9 7.8 
172 
地城階級構成研究の課題と方法（岩井） 579 
籐13麦 ブロック別，都道府県別階級構成衷（概数）
I~ プロック別
閃儲力ロ 資本家階級 軍警人官・自営業者層 労働者階級
総数面唇 総数氏嗜晨紐層畠息 総 数 サマランリ層ー労生働薩者的層労不働生産者的層躙全位国
邸実数 1,565 35 7 22 633 255 378 43 875 227 454 128 4 
年比率 100.0 2,3 1.4 oヽ., 16.2 24-2 5. 9 14.5 29.0 8.2 
， 
＇ 実数鉛 l,fu8 35 7 26 593 263 330 “ 1,020 267 553 166 5 
福岡
年 比率 100.0 2.1 1.5 35.3 15.6 19,7 60.8 15. 9 33.0 9.9 
l40 rift 1,775 47 7 28 562 276 286 “ 1,138 332 549 195 6 年比率 100.0 2-7 1.6 31-7 15.6 16.1 64.1 18. 7 30, 9 11.0 
17D 暉 1,922 68 12 32 563 306 257 40 1,254 383 585 228 6 
年比率 100.0 3.5 1.7 29.3 15.9 13.4 65.2 19.9 30.4 11.9 
55実数 4,880 61 38 3,239 697 2,5ヽ2 1,542 458 757 224 
年 比率 100.0 1.2 
I 
o.s 66.4 14.3 52,1 31.6 9.4 15.5 4.6 
I 
60 実数 4,812 “ 46 2,942 703 2,239 I, 747 505 930 268 南九州 年 比率 100.0 1.3 1.0 61.1 14.6 46.5 36,3 10.5 19.3 5.6 
南四国 rn プロック 65 4,616 81 49 2,490 679 1,811 1,994 619 974 321 
年 比率 100.0 1.8 1.1 53.9 14. 7 39,2 43.2 13.4 21,l 7.0 
70 実数 4,756 112 53 2,353 794 1,559 2,201 644 1,068 397 
年比率 100.0 2.4 I.I 49.5 16. 7 32.8 46.3 13.5 22.5 8.4 
55実数 401 5 29 2 260 61 199 20 134 38 71 18 25 
年比率 100.0 1-3 o.s 64.9 15.3 49.6 33.3 9.5 17. 7 4.5 
35 五 398 6 27 3 238 “ 174 15 149 40 81 18 31 
穏島
年 比率 100.0 1.5 0,7 59.9 16.1 43.8 37.4 10.1 21.9 4.6 
40 噴 392 8 25 3 204 62 142 15 176 49 97 23 33 
年比率 100,0 2.0 0.8 52,1 15,9 36.2 44. 9 12.5 24. 7 5.9 
45 五 413 10 35 3 202 82 120 13 205 58 LLL 28 32 
年比率 100.0 2.、 0.7 48.8 19. 7 29.1 49.6 14.0 26. 9 6.8 
55実数 425 6 23 2 283 61 222 12 134 41 66 20 33 
年比率 100.0 1.4 0,4 66.7 14.5 52,2 31.5 9. 7 15.6 4. 7 
60 五 424 6 29 2 254 '65 189 15 161 45 89 23 30 
高知
年 比率 100.0 1.4 0.4 59,9 15.2 44.7 38.0 10.6 21, I 5.5 
65 噴 412 7 36 2 208 63 145 17 194 57 97 30 29 
年比率 100.0 1-7 o.s 50.5 15.3 35.2 47,l 13.8 23.5 7.3 
70 漢 424 11 31 3 221 97 124 3 214 65 IOI 37 31 
年比率 100.0 2.6 0,1 52.1 22.8 29,3 50.5 15.3 23.8 8, 7 
55実数 421 7 18 4 262 70 192 26 149 45 73 21 22 
年比率 100.0 1.5 0.9 62.l 16.5 45,6 35.4 10.6 17.4 4.9 
60 五 414 6 29 3 以1 71 170 18 163 46 89 23 27 
佐賀
年 比率 100,0 1.4 o.s 58°.3 17.3 41.0 39.3 11.1 21.4 5.6 
五65 395 1 35 3 210 62 148 14 174 54 89 25 34 
年比率 100.0 1.8 0.8 53,2 15. 7 37.5 44. l 13. 7 22.5 6,3 
70 五 419 9 38 4 201 68 133 15 205 63 101 33 33 
年比率 100.0 2.2 1.0 48.0 16.3 31.7 48. 9 15.0 24.1 7.9 
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第13表 ブロック別．都道府県別階綴構成表（概数）
~ プロック別 閃働力ロ 資本家階級 軍警人官・ 自営業者層 労儀者階級総数醒 総数9甘膚尉紐層畠唇 総 数 サマランリ層ー労生僻産者的層不労生箇産者的層全順国位
55実数 733 11 23 12 細 109 299 33 302 81 153 41 14 
年比率 100,0 1.4 L6 55.6 14.8 40.8 41.3 11.0 20.8 5.6 
卜——:
実数60 735 12 23 14 369 108 261 32 338 86 190 52 15 
長崎
年 比率 100,0 1.6 1.9 50.3 14.5 35.8 46.3 11.8 25.9 7.2 
五65 696 14 25 11 313 104 209 30 357 104 181 58 18 
年比率 100.0 2.0 1.6 45.0 15.0 30.0 51.3 14.9 26.0 8.3 
70 実数 711 19 25 12 287 112 175 30 391 114 190 72 18 
年比率 100.0 2.7 1.7 40.4 15.8 24.6 55.0 16.0 26. 7 10.1 
55実数 826 9 36 7 555 134 421 10 254 76 123 37 38 
年
比実率数
100.0 1.1 o.s 67.0 16.0 51.0 30.8 9.2 14. 9 4,5 
I 
60 824 10 39 8 517 128 389 6 286 87 • 141 49 41 
熊本
年 比率 100.0 1-2 0.9 62.8 14.5 47.3 34. 7 10. 5 17.1 6.0 
I 韮65 801 13 39 10 447 121 326 8 330 111 147 59 40 
年比率 100.0 1.6 1.3 55.8 15.1 40. 7 41.2 13.9 18.4 7.4 
I 韮70 認5 18 38 11 413 127 286 8 381 126 166 72 39 
年比率 100.0 2.2 1.3 50.1 15.4 34. 7 46.2 15.3 20.1 8. 7 
55実数 577 7 33 4 386 91 295 11 180 56 81 30 37 
年比率 100.p 1.2 0.7 66. 9 15.9 51.0 31.2 9. 7 14.1 5,3 
60 五 574 8 29 6 356 85 271 8 202 61 IOI 35 39 
大分
年 比率 100.0 1.4 1-0 62.1 14.9 47.2 35.2 10.7 17.6 6.1 
65 頁 565 11 25 6 306 80 22.6 11 242 78 112 43 36 
年比率 100.0 2.0 1.1 54.2 14.Z 40.0 42.8 13,8 19.8 7.6 
70 実数 586 16 25 6 284 88 196 14 282 90 129 53 35 
年比率 100.0 2.7 1.0 48.5 15.0 33.5 48.1 IS.4 22.0 9.0 
55実数 521 5 39 4 346 63 283 15 166 47 85 27 31 
年比率 100.0 1.0 0.1 66.4 12.0 54.4 31. 9 9.1 16.3 5.2 
60 五 525 6 42 5 322 70 252 11 191 54 104 29 36 
宮崎
年 比率 100.0 1.1 0.9 61.3 13, 1 48.2 36.4 10.3 19.8 5.5 
65 . 韮 504 7 46 6 272 68 204 12 218 67 108 35 26 
年比率 100.0 1.4 1-2 54.0 13.5 40.5 48.3 13.3 21.4 6.9 
70 五 532 11 41 6 264 79 185 11 251 77 119 45 37 
年比率 100.0 2.1 I.I 49.5 14. 7 34.8 47.2 14.5 22.4 8. 5 
55実数 977 11 36 5 738 107 631 1 223 73 104 30 46 
年 比率 100.0 I.I o.s 75.6 11.0 64.6 2. 8 7.5 10. 7 3.1 
60 実数 920 JO 42 6 645 113 532 1 257 85 129 37 “ 
鹿児品
年 比率 100.0 1.6 0.1 70.1 12.3 57.8 27.9 9.2 14,0 4.0 
65 実数 851 13 “ 7 529 us 411 l 302 100 143 48 “ 年比率 100.0 1.5 0.8 62.2 13.9 48.3 35.5 11.8 16.8 5,6 
一70 五 846 18 41 8 481 141 340 1 273 50 151 58 46 
年比率 100.0 2.1 1.0 56.9 16. 7 40. 2 32.3 5,9 17.9 6.9 
（注） 1. 全国lt1r全国駕」からの算定であり、r都道府県出の合計と若干数の不一致がある。
2. 商工自営業者層には、鉱工逼濯販売、サー ビス職業従事の自営業者と家鋏従業者、専門的、技術的職業従亨の自営業者が含まれている。
3. 構成比率は1,000人単位ではなくもとの実敦から算定したので,1;000人単位の比串と若干不一致がある。
（出所） r国勢調査楓告』
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第14麦 ブロック別，都道府県別階綴構歳麦（増減数，増減率） （単位 1,000人）
ミプロック別分
労働力人口＇資階本家級 軍警人官・ 自営業者層 労働者階級
総 数塁五9喜農漁民層 総 数サマランリ層ー 生労蜀産者的層 労不働生産者的層
~5-60年 101 0.3 376 46.6 58 13.5 1 . ,154 5,4 405 6.5 r,s&o 和.44,811 27.6 1,260 25.3 3,207 36.8 689 25.2 
全国紐65年4,285 9. 7 573 1.3 86 17.6 1＾  ,599 11.0 790 15.9 2ヽ,389 令.75,217 23.5 1,987 31.9 1,836 15,0 1,047 30.6 
~5-70年4,614 9.6 296 16.9 71 12.3 "'111 0.6 1,409 19.0 1.ヽ~527 1"3.8 4,294 15.6 1,640 19.9 1,526 10.8 1,065 23.8 
~5-60年 200 10.0 7 i7.9 I 1.7 "'53 念.7 0 0 △ 53 7.7 237 24.5 52 19.9 151 27.9 44 31. 7 
北海道
60-65年 155 7.0 18 39.1 3 5.1 △ 105 11.9 2911. 8 ,.134 協.o 246 20.4 94 30. 0 68 9.8 71 38, 8 プロック
~5-70年 142 6.0 30 46. 9 I 1.6 4 61 "1.8 24 8. 7 ,.85 森.9 161 11.1 58 14. 3 39 5.1 56 22. l 
55s60年 92 2.2 12命.916 57.1 "185 言.5 24 4.4 A209 令.I 240 18.4 54 13. 7 170 24.7 46 26. 9 
束北郎0-65年A 10 令.2 "'287 to.a 15 2.6 A302 u.s 263 17.0 117 26.1 73 8.5 52訊.0プロック 19 35.2 2 4.5 
65-70年 324 7.5 37 so. 0 5 10.9 ,. 89 
~-8 69 11.B △ 158 68.9 363 20.0 103 18.2 166 17.8 83 30. 9 
55-60年 22 3.5 2 33.3 5 83.3 ,. 23 "s.2 2 2.4 " 25 67.0 36 20.1 8 15,1 24 26. 7 9 34.6 
青森60-65年 4 0,6 2 25.0 2 18.2 "'50 12.0 3 3.5 △ 53 森.I 51 23. 7 18 29.5 20 17.5 8 22.9 
65-70年 51 7.8 5 50.0 ゜o△ 14 3.8 910.L △ 23 8.3 60 22.6 17 21.5 27 20. 2 13 30.2 55-60年 24 3. 6 2 3, 3 1 50.0 "'25 令,3 0 0 "'25 6.4 45 22. 7 813.3 34 32. 4 7 28. 0 
岩手60-65年" 21 気。 2 25.0 I 33.3 △ 56 和.6 2 2.6 "'58 店.9 32 13.2 17 25.0 5 3,6 8 25.0 
65-70年 35 5.2 4 40.0 I 25.0 ,. 17 "',. 1012.5 △ 27 念.8 47 17.1 15 17. 7 2114.6 9 22.5 
55-60年 31 4.2 4 41.4 4 44.4 "'33 "1.2 9 9.2 △ 42 1. 7 53 20. 6 13 IS.I 38 31. 7 8 20.0 
宮城60-65年 38 5.0 6 46.2 0 0"'35 谷.2 5 4. 7 A 40 12.6 70 22. 6 30 30.3 2113.3 15 31. 3 
65-70年 100 12. 5 10 52.6 I 7.7 △ , 62.3 1412.5 "'23 谷,3 94 24. 7 29 zz. 5 40 22.4 23 36, S 
55-60年 14 2.3 2 33.3 "I ヽ33.3 △ 23 令.6△ 3 ~-9 △ zo 危.0 33 17. 3 916.4 1917.6 9 45.0 
秋田60-65年 △ 21 3.4 20 28.6 0 0 A 42 10.9 I 1.3 "'43 13.8 25 1. 2 14 21. 9 3 2.4 620. 7 
65-70年 36 5.9 5 55.6 I 25.0 
＾ 
4.4 1 1.3 
.言.o 37 14. 9 1114.1 12 9.2 12 34. 3 15 16 
55-60年 0 0 2 33.3 3100.0 ._ 30 6.9 4 4.4 A 34 令.9 24 12.2 7 12.1 1716.0 2 7.1 
山形60-65年,. 12 i.s 2 25.0 とI、16.7 ,_ 46 11.46 I Al.I 4 45 14.6 33 14. 9 15 23.1 11 8,9 516. 7 
65-70年 30 4.8 5 50.0 I 20.0 ＾ 4.2 1111.8 " 26 令.9 37 14.6 10 12.5 16 1. 9 10 28. 6 15 55-60年 0 0 110.0 △ I ム14.3 " 52 谷.2 11 9.2 △ 63 12,3 5017.4 911.0 38 23.8 10 31.3 
福畠60-65年＾ 令.4 5 45.5 I 16. 7 ,.58 io.o 4 3.1 "'62 13.8 5115.1 22 24. 2 13 6.6 11 26. 2 4 65-70年 70 7.5 7 43.8 1 14.3 ＾ 65,4 1611.9 . 44 u.3 87 22. ヽ 22 19. 5 49 23.2 16 30. 3 28 北関東55-60年 50 1.8 4 9,8 "'4 、19.1 .o 178 "'s.s 5 1.2 "'183 tl!. 7 211 22.9 34 12. 9 173 36.3 18 13.5 
中部60-65年 112 3, 9 21 46. 7 3 17.7 4167 令.9 32 7.4 "'199 is.a 275 24.8 89 30. 0 114 17.5 58 38. 4 
プロッ 65-70年 252 8.4 27 40. 9 4 20.0 " 34 '1.2 100 21.6 △ 134 ゎ.6 253 18.3 73 18.9 132 17.3 46 22.0 
55-60年 12 I. 7 111.1 ヽ.I "'14.3 ~43 令.1"'l 0.8 ., 42 u.9 49 22. 9 10 17. 5 36 30. 5 5 15,2 
棚＊60-65年 33 4.6 3 30.0 I 16.7 6 42 令.8 5 4.2 "'47 is.1 75 28. 5 24 35.8 34 22. 1 14 36.8 
65-70年 8711. 7 8 57.1 0 0 . 8 'z.1 26 21.1 A 34 t2.& 85 25.2 23 25. 3 47 25. 0 1426.9. 
55-60年 14 1.9 I 9.1 、2、28.6 "'53 10.9 ~ 7 "s. 7 A 46 fi. 7 61 24. 9 13 20.0 45 32. 6 9 28.1, 
群馬60-65年 56 7.3 6 50,0 I 20.0 ,. 35 8.1 1512.8 A 60 is.a 90 29.4 28 35. 9 40 21. 9 1741.5, 
65-70年 8110.0 8 44.4 I 16.7 5 1.3 33 25,0 '" 28 io.s 6616.7 2119.B 33 14.8 13 22.4 
55-60年 4 I. I 0 0.0 0 
0 ＾  25 io.o 3 4.6 6 28 和.I 26 23. 0 4 11.1 21 36.2 318.8' 
山梨60-65年. 2 'li.s 2 33.3 1100.0 . 21 . 9.3 5 7.2 '" 26 森.6 17 12.2 9 22,5 1 1.3 5 26,3' 
65-70年 23 6.2 2 25.0 I 50.0 A 3 i.s 15 20.3 .o. 18 13, 7 2ヽ 15.4 714.3 1113.8 5 20.8 
55-60年 22 2.2 2 13,3 △2 、2~8.6 " 58 令.B 8 6.7 A 66 12.2 72 21. 8 6 5, 7 70 42. 9 1 1.9 
長野60-65年 55 5.3 8 47.1 0 0 A 70 ii.a 7 5.5 △ 11 16.2 93 23.1 29 25. 9 40 17.2 22 41.5 
65・70年 31 2.8 10 40.0 I 20.0 △ 26 
~.9 27 20.2 A 53 f:i.3 78 15. 8 2114. 9 42 15.4 15 20. 0 
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第14衷 ブロック別，都道府県別階綴構成麦（増減数，増減率）
プ~ロック副 労働力人口 資階本級家 軍警人官・ 自営業者層 労 饂 者 階 級総 数 =I~自蔦農漁民層総 数 サラリー 生蜀産者 的 労不生働竜者的層マン層労層
関東 55-60年 1,804 23. 7 63 25.2 19 11,4 "'24 . 0.8 143 11.9 is1 "'9,1 1,662 39.4 498 38. 7 1,026 53.2 235 28.4 
臨海 60-65年 3,899 41.4 152 48.6 50 39.1 69 2.3 528 39,3 459 街.43,557 60.5 1,219 68.3 1,727 58.5 635 59.8 
プック 65-70年 1,638 14.2 250 53.8 25 15. 7 162 5.2 367 21,2 205 ↑ 4.8 1,162 14.9 595 23. 7 300 8.2 249 11.0 
55-60年 52 5.4 30 37.5 0 0 .23 . 3.2 6 4. 7 "'zg 44.9 71 30. 6 14 18. 7 56 47.9 6 18.8 
茨城60--65年 1 0.1 4 36.4 0 o "'sg わ,8 8 5. 9 497 令.4 94 30. 9 34 38.2 41 23. 7 15 39.5 
65-70年 98 9.5 9 60.0 3 20,0 "27 "4_5 31 21. 7 A58 12.6 112 28.1 27 22.0 67 31. 3 15 28.3 
I 
55-60年 132 12.9 4 22.2 5 71.4 648 48.0 6 3,9 454 i2.1 164 40.8 44 39. 6 116 53.0 12 20. 7 
埼玉60-65年 328 28.3 18 81.8 9 75.0 "2& 64.7 46 28. 9 "'72 和.3 335 59.2 110 71.0 156 46.6 58 82. 9 
65-70年 440 29.6 39 97.5 5 23.8 46 8.8 93 45. 4 447 釦,6 341 37.9 123 46.4 139 28.3 75 58. 6 
55-60年 94 9.2 5 33.3 5 62.5 油 "'s.1 I O. 7 435 "a.& 110 33.5 33 31.4 73 48.0 14 25. 5 
干葉60-65年 219 19. 7 15 75.0 6 46.2 451 "'a.I 26 18,6 "1 和.6 257 58. 7 90 65.2 109 48.4 49 71. 0 
65-70年 341 25.6 34 97.1 5 26.3 。 57 27. 8 A57 令.8 298 33.1 108 40.8 124 25.3 62 48.4 
55-60年 1,172 34.2 42 24.4 4 7.1 82 11.2 107 17.3 425 21.6 990 40.2 311 40.2 559 53. 7 168 30.4 
東京 60-65年 930 20.2 80 37.4 9 15.0 212 26.0 234 32.3 "'2 24.2 679 19. 7 312 28.8 145 9.1 187 25.9 
年 70年 230 4.2 104 25.4 6 8. 7 81 7.9 100 10.4 A19 27,5 19 o.s 151 10.8 4166 令.5 30 3.3 
55-60年 353 29.8 9 24.3 5 18.5 . 2 "o.s 22 13. 7 624 ↑ 4.6 327 41.2 96 43.1 224 56.3 32 24.4 
神奈川 60-65年 612 39.8 36 78.3 8 25,0 48 14,8 71 38.8 "'23 !6.3 532 47.5 175 54.9 250 40.2 92 56.4 
： 65-70年 530 24.7 63 76.8 6 15.0 63 16.9 88 34, 7 425 缶.2 391 23. 7 185 37.5 136 15.6 67 26. 3 
北陸55-60年 138 4.3 9 20.0 . 1 .4.8 細 "s.o 38 8.2 釦 "'s.9 219 19.6 56 17.8 160 25. 7 22 15.0 
'山論60-65年 34 1.0 15 27.8 ， 6 30.0 細 む.1 27 5.4 釦 tB.1 紐319. 7 101 ?:/.3 90 11.5 59 34. 9 
』プロック 65-70年 180 5.3 30 43. 5 4 15.4 "91 △ 5.3 84 15.8 鉛 f4.7 231 14.6 76 16.1 97 11.1 54 23. 7 
55-60年 40 3.4 1 6.3 △1 、12.5 . ,s "s.s 10 6.3 "ss '"s.9 78 21.3 29 29. 9 44 20. 9 9 18.4 
：籟濶如 65年 18 1.5 5 29,4 2 28.6 "71 to.& 11 6.5 489 ↑ 5.8 94 21.2 36 28.6 33 12. 9 22 37. 9 
65-70年 66 5,4 12 52.2 1 11.1 . 35 "'s.3 26 14,4 ,.61 和.9 86 16,0 28 17.3 35 12.2 21 26.3 
： 55-60年 49 10.2 2 28.6 1 50.0 ＾ "0.1 10 13.5 "12 45. 7 46 24. 5 9 17.0 36 33.6 4 17.4 2 富山 60-65年 20 3.8 2 22.2 1 33.3 △ 28 △ 9.9 5 6.0 433 is. 7 47 20.1 17 27.4 18 12.6 9 33.3 
｛ 年 70年 31 5.6 5 45.5 0 OA& △ 2.4 15 16.9 △ 29 令.6 35 12.5 12 15.2 19 11.8 8 22.2 
55-60年 37 8.0 2 25.0 A 1 A 25,0 △ 15 5.5 7 9.2 油 i1.1 50 28. 7 10 20.4 37 38.1 5 20.8 
i ，石 Il60-65年 20 4.0 2 20.0 2 66,7 '"23 △ 8.9 11 13,3 △ 34 19.2 39 17.4 16 ?:1.1 11 8.2 10 34.5 
i 証 70年 32 5.8 5 41. 7 1 20.0 "'7 63.0 21 22.3 A28 和.6 33 12.6 14 18. 7 8 5.5 10 25.6 ： 
55-60年 21 5.6 2 40.0 0 0,. 5 62.2 9 15.3 "'14 8.5 23 16.2 5 13.9 17 19.3 4 28.6 
橿井 60-65年 10 2.5 2 22.2 0 0 "'2& tu 4 5,9 630 和.9 35 21.2 12 29.3 14 13.3 7 38.9 
65-70年 18 4.5 3 33.3 1 50.0 "'1 "'s.1 12 16. 7 "23 和.o 25 12.5 10 18.9 10 8,4 4 16.0 
55-60年 ゜0 1 26.0 0 0 "14 A7,3 4 11.4 618 1'.5 13 13.1 1 2.9 16 36.4 
A I 46.3 
・鳥取60-65年 . 2 △ 0.7 I 20.0 I 33.3 油29iu ＾ . 2.6 '"za 珈,l 25 22.3 8 22.9 8 13.3 6 40.0 I65-10年 20 6.8 3 60.0 0 o△ , 66.0 6 15.8 AlS f3.5 27 19. 7 7 16.3 15 22.1 5 23.8 
55-60年 贔ヽ 6 61.3 1 20.0 0 0 A22 47.2 62 63.3 420 68.2 11 7.6 3 6.7 9 11,8 1 4.8 
8ヽ 根 60-65年 4 33 . 7.4 1 14.3 1 50.0 油 f9.2 . 5 "'s.& 649 ;1.9 22 14.1 10 20.8 5 5.9 5 22. 7 
65-70年 13 3. I 2 28.6 0 0 .14 "&. l 5 9.4 619 to.9 22 12.4 5 8.6 11 12. 2 6 22.2 
55-60年 636 14.5 13 15.1 13 35.1 △ 99 △ 4.4 76 9.7 i75 ↑ 1.9 683 34.1 129 26.3 510 43.4 76 27.l 
束榔
60-65年 597 11.9 46 46.6 7 14.0 "'1 63.6 138 16.1 釦 t&.S 646 24.1 237 38.2 229 13.6 150 42.0 プロック
65-70年 623 11.1 71 9ヽ.0 8 1ヽ.o 36 1.8 210 21. I 知 和.o 496 14.9 180 21.0 212 II.I 101 19.9 
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第14表 ブロック別，都道府県別階級構成表（増減数．増減率）
<プロック別分
労健力人口 資本家 軍警人官・ 自営業者層 労 飢 者 階 級階級
総 数 商業工自営 農漁民層 総 数 サラリー 生産的 不生産的者層 マン層 労鑽者層 労働者層
55-60年 132 11.2 4 21.1 8 72. 7 "34 "s.4 21 10.1 "55 和.I 149 28.3 29 23.8 105 33. l 20 27. 0 
静岡 60,65年 129 9.8 12 52.2 2 10.5 油35"'s.9 25 11.0 ~ 60 和.s 155 23,0 57 37.8 58 13. 7 34 36, 2 
65-70年 187 13. 0 18 51.4 2 9.5 13 A 2.3 53 21.0 040 和，2 151 18.2 46 22.1 69 14. 4 33 25. 8 
55-60年 390 22. 3 8 18.2 2 11.1 All ~1.4 46 14. 4 "'57 i2.1 375 40,8 74 33.0 276 51. 6 41 29. 9 
愛知 60・65年 380 17. 8 25 48.1 4 20. 0 26 3.4 84 23. 0 △ 58 14.S 340 26.3 124 41.6 120 14. 8 82 46, I 
65-70年 317 12. 6 38 49. 4 4 16. 7 37 4. 7 96 21.4 659 17.6 231 14.l 93 22. 0 90 9. 7 48 18,5 
55-60年 40 5, 7 ~I 69.1 I 25. 0 △ 15 "'a. 1 7 6. 7 "'2 芍.4 54 19. 4 6 7. 9 50 31. 7 4 11.8 
三重 60-65年 28 3.8 4 40.0 I 20.0 643 11.1 5 4. 5 △ 48 令.4 66 19.9 26 31. 7 23 11.1 13 34.2 
65-70年 42 5,5 6 40. 0 2 33.3 619 AS.5 17 14. 7 "35 和.8 54 13.6 18 16. 7 24 10.4 12 23.5 
55-60年 74 9.8 3 27.3 2 50.0 油39~8.5 3 2.0 △ 42 13.6 105 37.8 18 25. 7 79 47.6 10 27.0 
岐卒 60-65年 59 7.1 S 35.7 0 o△ 26 "s.2 21 13.6 "47 j7.5 84 21.9 31 35.2 29 11.8 20 42. 6 
65-70年 78 8.8 9 47.4 I 16. 7 5 1.3 46 26.3 "41 和.6 62 13.3 23 19. 3 28 10. 2 10 14. 9 
既 60年 1,051 19.1 32 20.3 2 3.0 油38~1.7 132 13,0 節 14.0 1,022 33.4 228 26.3 724 46.4 150 30.6 
近畿
60-65年 細 16.2 フロック 1,224 18. 7 75 39. 5 15 22.1 104 4. 8 273 23. 8 1,059 26. 0 386 35.2 389 17. 0 216 3, 8 
65-70年 895 1. 5 144 54. 3 13 15. 7 90 3, 9 225 15.8 tss is.s 628 12. 2 295 19. 9 161 6,0 171 20, 0 
55-60年 16 3. 9 ~I 14.3 0 0 △ 19 芍.2 8 IS. I △ 27 12.9 32 22. 9 6 14.6 25 32.1 4 23. 5 
滋賀 60-65年 22 5.1 3 50. 0 I 25.0 426 to. 1 I I. 6 △ 27 ks 47 27,3 16 34. 0 20 19. 4 8 38.1 
65-70年 39 8. 7 4 44.4 I 20.0 12 5. 5 II 17. 7 △ 23 和.7 47 21.5 15 23. 8 24 19.5 8 27. 6 
55-60年 115 13. 9 I 4. 0 ヽIC 6. 7 10 2. 9 25 14. 5 .15 "'s. 1 101 22.8 25 19.1 73 34. 4 12 14. 3 
京都 60-65年 124 13, I 9 34.8 3 21.4 8 2.3 39 19. 7 A 31 19.6 108 19.9 41 26.3 39 13. 7 21 21. 9 
65-70年 85 8,0 17 48.6 1 5. 9 3 0.8 24 10.1 "u AB. 7 62 9. 5 35 17.8 6 I. 9 19 16.2 
55-60年 639 33.1 24 35. 3 l 4.4 34 6.3 67 16.8 "33 蕊.6 565 43.5 129 37.2 432 70. 7 88 38. 3 
大阪 60-65年 734 28.6 40 43. 5 7 29.2 146 25.5 159 34.1 "'13 12.2 555 29.8 196 31.2 209 20:0 117 36.8 
65-70年 439 13.3 72 54. 6 6 19.4 88 12.2 107 17.1 ~19 20.2 263 10.9 131 19.5 53 4.2 78 17, 9 
55-60年 246 15.8 6 13.6 ヽ1△ 4.8 △ 38 "'s.s 23 9, 2 A61 和.0 273 32. 9 64 25.8 197 46.1 35 29. 9 
兵庫 60-65年 286 15. 9 19 38.0 3 15. 0 ,.5 60,8 54 19, 7 △ 59 i1. 0 275 24.9 97 31.1 105 16.8 55 26. 2 
65-70年 234 11.2 39 56. 5 4 17.4 8 1.3 55 16.8 △ 47 麻.3 179 13. 0 79 19.3 57 7.8 59 28. 5 
55-60年 17 5. 0 0 0.0 1 50.0 Al3 芍.I 10 17.5 ~23 和.I 27 18. 6 3 6.4 25 34. 7 2 10.0 
奈良 60-65年 31 8,8 2 28. 6 0 0 A 4 苔，3 10 14. 9 "'14 和.5 34 19.8 19 38.0 6 5,2 8 36.4 
65-70年 66 17. I 9 1000 I 33. 3 4 2.4 16 20.8 "'12 和.3 48 23. 3 23 33.3 14 13. 7 12 40. 0 
55-60年 18 4, I 2 28, 6 I 50.0 "11 ~4.6 2 2.4 ‘13 AS.4 25 12.8 ゜0 21 18.8 a 36.4 和歌山 60・65年 27 5.9 2 22. 2 0 。AlSA6.6 8 9.3 A 23 16.3 41 18.6 16 29. I 11 8.3 8 26. 7 
75-70年 33 6.8 3 27.3 I 33.3 "'1 ~0.5 12 12.8 ~13 ＾ 11.0 29 11.1 13 18.3 7 4. 9 8 21.1 
55-60年 217 4.2 8 8. 9 9 16. 7 含36~8.5 25 3.0 蜘1和.4 415 18.0 95 14.8 321 26,6 75 23. 7 
瀬戸内
60-65年 255 釦 10.8 蕊717.0 フロック 4. 7 40 40. 8 8 12. 7 12 1.4 500 18.4 204 27. 7 136 8.9 105 26.8 
65-70年 461 8.1 65 47.1 9 12. 7 103 ~4.6 111 12. 9 釦 和.3 471 14.6 159 16.9 204 12.3 108 21. 7 
55-60年 26 3.2 4 40.0 
3＾ ＾  42. 9 A34 沿.6 11 9.2 △ 45 11.4 57 20. l 13 16.5 44 28.2 8 22.9 
ー岡山 60-65年 25 3. 0 5 35. 7 I 25, 0 666 t3.7 A 5 令.9~61 令.4 86 25. 3 30 32. 9 36 18.0 15 34. 9 
65-70年 76 8,8 10 52. 6 1 20.0 ~40 "'e. s 21 16.8 661 含I,0 95 22. 3 28 23. 0 49 20. 8 18 31. 0 
55-60年 81 8, 2 1 5,0 4 40. 0 A25 ~4.7 9 5.5 △ 34 △ 9.3 95 22.1 17 13.1 84 38. 5 8 13.6 
広島 60-65年 100 9,4 11 52. 4 4 28.6 663 12.5 6 3,5 "'59 蜘.8 152 29. 0 51 34. 7 64 21.2 30 44. 8 
65•70年 129 2.5 16 50.0 2 11.1 Al9 "'4.3 28 15.6 ヽ47 令.9 126 18.6 41 20. 7 55 15.0 29 29. 9 
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戸労働力人口が＊出匹自営業者層 労罰者階級
プック別- j_Jーし__!~ 総 数にぢ•1~1翡儘J!l!者加温闘
55-60年 ,17 2.3 "'2和.71 11.1"'4010.5 7 7.4 "'47和.4
山口i&0-65年 8 1.1 6 60.0 0 0 644 12.9 1 1.0""4518.8 
65-70年 31 4.1 7 43.8 1 10. 〇，，20"'s. 1 1 &. B "'21 1s. 9 
55-60年
，，，，，， 
10 2.2 2 33. 3 0 0 
らヽ △ △ ， .ヽ ,, 
42 14.1 7 8.3 35 16.4 
香川i&0-65年 12 2.7・3 27.3 1 25.0 "'34 13.3,,, 3 ""3_9 "'31 17.3 
65-70年 35 7.6 5 45,5 1 20.0△ 15 "'s. s 12 1&. 2 "'21 1s. 2 
52 16.1 7 7.5 
50 13.3 24 23.8 
42 9. 9 13 10.4 
25 16. 7 6 12. 8 
45 25. 7 25 28.3 
46 20.9 • 13 19. I 
1 16. 9 
?
55-60年 △ △ △ △ △ ..... .. 11 1.6 3 42.9 1 33.3 57 13.6 4 3.6 53 17.2 41 16.9 
愛媛160-65年 14 2.1 2 20.0 1 25.0△ 36△ 9.9 1 0.9 "37 14.5 49 17.3 19 25.0 13 7.9 10 27.8 
65-70年 43 6.4 6 4&.2 o o 10 3.1 13 12.2 "23 fo.5 46 13.9 13 13.7 22 12.4 10 21.1 
55-60年 113 1.2 o o.o 4 18.2 "',0 "'6.3 8 3.1 "'48 f2.7 145 16.6 ,o 11.6 99 21.8 ss 29.7 
福岡l&o-65年 97 5.8 12 34.3 2 7. 7 ヽ..31 5.2 13 4.9 、、4413.3 118 11.6 65 24.3"'4 "0.12917.5 ... 
65-70年 147 8.3 21 44.7 4 14.3 1 0.2 30・10.9 29 10.1 116 10.2 51 15.4 36 6.6 33 16.9 
南九州 55-60年 468'l..4 3 4.9 8 21.1 297 "9.2 6 0.9 303 fl.9 205 13.3 47 10.3 173 22.9 44 19.6 
南四国即65年. . 196 4.1 17 26.6 3 6.5 △ ム 、贔ヽ~ △ よ452 15.4 24 3.4 428 19.1 247 14.1 -114 22.6 44 4.7 53 19.8 
六ック 65-70年 140 3.0 31 38.3 4 8.2 f37 "'5_5 115 16.9 252 f3_9 207 10.4 25 4.0 94 9.7 76 23.7 
55-60年 43 0.7 1 20.0 l 50.0 22 48.5 3 4.9 "25 f2.6 15 11.2 2 5.3 16 22.5 0 0 
穂副60-65年△ 6'l..5 2 33. 3 0 0 "'34 f4_ 3△ 2△ 3.1△ 32 f8.4 27 18.1 9 22. 5 
65-70年 21 5.4 2 25.0 0 042△ 1.0 20 32.3 "22 f5_5 29 16.5 9 18.4 
55-60年 △ △ 1 0.2 0 0.0 0 0 ＾△ 29 10.2 4 6:6 "33 f4.-9 27 20.1 4 9.8 
高知160-65年 ヽ~ ヽ12 2.8 1 16.7 0 
贔ヽ らヽ
0 4618.1 42 "s.l 444 和.3~3 20.5 12 26.7 
65-70年 22 5.3 4 57.1 1 50.0 13 6.3 34 54.0 "21 f4.5 20 10.3 8 14.0 
55-60年 △ △ A 6 6 △ A 6 △ △ 7 1.7 1 14.3 1 25.0 21 8.0 1 1.4 22 11.5 14 9.4 1 2.2 16 21.9 2 9.5 
佐賀I証 65年 "19 4.6 1 16. 7 0 0 631 f2.9△ , f2. 7 "22 f2. 9 11 6. 7 8 17. 4 0 0 2 8. 7 
65-70年 24 6.1 2 28.6 1 33.3△ , "'4_3 6 9. 7△ 15 fo.1 31 11.8 9 16. 7 12 13.5 8 32.o 
55-60年 2 0.3 1 9.1 2 16. 7 "39 "9. 6 A 1 "o. 9 A38 f2. 7 36 11. 9 5 6. 2 37 24. 2 1 26. 8 
長崎I鉦 65年＾＾＾＾△ ............... △ △ 39 5.3 2 16.7 3 21.4~6 15.2 4 3.7 52 19.9 19 5.6 18 20.9 9 4.7 6 11.5 
65-70年 15 2.2 5 35.7 1 9.1 "'25 . 8.3 8 7.7 "34 f6.3 34 9.5 10 9.6 9 5.0 14 24.1 
55-60年... 2 0.2 1 11.1 1 14.3△ 38△ 6.84644.5△ 32 "'1.6 32 12.6 1 14.5 18 14.6 12 32.4 
熊本l虻 65年 "'・23令08 3 30.0 2 25.0 670 f3.5 A 7 "5.5 A63和.2 44 15.4 24 27.6 6 4.3 10 20.4 
65-70年 24 3.0 5 38.5 1 10.0 "'34 "'1.6 6 5.0△ 40 f2.3 51 15.5 15 13.5 19 12.9 13 22.0 
55-60年 ＾△ △ ..... △ ..... 3 0.5 1 14.3 2 50.0 30 7.8 6 6.6 24 8.1 22 12.2 5 8.9 20 24.7 5 16.7 
大分1証 65年"9'l..6 3 37.5 0 0△ sof4.065△ 5.9△ 45 f6.6 40 19.8 17 27.9 11 10.9 8 22.9 
65-70年 21 3.7 5 45.5 0 0 "22 "1.2 8 10.0 430 f3.3 40 16.5 12 15.4 17 15.2 10 23.3 
55-60年 4 0.8 1 20.0 1 25.0 ヽ△24 6.9 7 11.1 
ヽ c31 11.0 25 15.1 7 14.9 19 22.4 2 7.4 
宮崎I証 65年 △ △ △ △ ..... .. 21 4.0 1 16.7 1 20.0 50 15.5 2 2.9 48 19.1 27 14.1 13 24.1 4 3.9 6 20.7 
65-70年 28 5.6 4 57.1 0 0 "'8 17.6 11 16.2 "'19 9.3 33 15.1 10 24.9 11 10.2 10 28.6 
55-60年 "57's.8"'1 69.1 1 20.0△ 93 f2.5 6 5.6△ 99和.7 34 15.3 12 16.4 25 24.0 7 23.3 
鹿児副60-65年ヽ~、ユ△ △ ヽ~＾69 7.5 2 20.0 1 16.7 116 18.0 5 4.4 121 22.7 45 17.5 15 17.7 14 10.9 11 29.7 
65-70年△ 5令.6 5 38.5 1 14.3 "'49 "'9.0 23 19.5△ 71ヤ.3A 29 "9.6 A50 50.0 8 5.6 10 17.3 
10 11.5 5 27.8 
14 14.4 5 21. 7 
23 34.8 3 15.0 
8 9. 0 7 30.4 
4 4.1 7 23.3 
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